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古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方

田

崎

博

之

は
じ
め
に

一
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
編
年
に
つ
い
て

ニ
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程

三
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方

は

じ

め

現
在
、
古
墳
時
代
と
弥
生
時
代
と
を
区
分
す
る
見
解
は
、
土
器
様
式
が
「
一
つ
の
統
一
体
に
帰
着
す
る
時
」
を
も
っ
て
設
定
す
る
と
い

う
土
器
を
標
識
と
し
て
区
分
す
る
見
師
む
、
「
統
一
的
な
首
長
霊
祭
紀
型
式
の
創
出
」
と
意
義
付
け
ら
れ
る
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の

出
現
を
も
っ
て
設
定
す
る
と
い
う
墳
墓
を
標
識
と
し
て
区
分
す
る
見
附

r大
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
土
器
様
式
の
統
一
体
へ
の
帰
着
が
定

型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の
出
現
と
時
間
的
な
整
合
性
を
も
つ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
内
的
関
連
性
を
も
つ
の
か
と
い
う
問
題
は
、
充
分
に
論

証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
%
ま
た
、
土
器
様
式
の
「
統
一
体
に
帰
着
」
す
る
乙
と
の
実
体
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
く
、
近
年
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
土
器
資
料
は
、
そ
れ
が
よ
り
複
雑
な
問
題
で
あ
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
筑
前
地
方
の
古
墳

時
代
初
頭
前
後
の
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
器
の
面
か
ら
設
定
さ
れ
る
古
墳
時
代
開
始
の
画
期

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

九



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
〉

ニニ
O

を
荒
削
り
で
あ
る
が
予
察
し
た
く
考
え
る
。

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
編
年
に
つ
い
て

筑
前
地
方
に
お
け
る
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
の
編
年
的
研
究
は
、
一
九
六
七
・
六
八
年
の
有
国
遺
跡
の
調
針
…
以
来
、
宮
の
前
匙
船

・
湯
警
察
ど
の
早
良
平
野
の
資
料
を
中
心
と
し
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
柏
田
遺
町
門
田
島
今
光
遺
跡
・
地
余

遺
艇
は
ど
の
福
岡
平
野
の
資
料
を
中
心
と
し
た
土
器
編
年
が
く
み
た
て
ら
れ
、
現
在
で
は
甘
木
・
朝
倉
地
区
の
上
上
浦
遺
町
小
田
道
遺

町
糸
島
平
野
の
三
雲
遣
い
か
ど
各
地
で
良
好
な
資
料
が
得
ら
れ
て
い
る
。
該
期
の
土
器
編
年
案
は
、
小
田
富
士
雄
・
下
線
信
行
・
井
上

格
弘
・
武
末
純
一
・
佐
々
木
隆
彦
・
柳
田
康
雄
・
常
松
幹
雄
氏
な
ど
に
よ
り
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
型
式
変
化
に
関
し
て
は
大
要
は
ほ

ぼ
同
様
な
見
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
言
え
勺
》
し
か
し
、
様
式
の
設
定
の
問
題
と
な
る
と
、
方
法
論
的
立
場
の
違
い
か
ら
型
式
の
組
み
合

せ
・
位
置
付
け
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
該
期
の
土
器
を
在
地
系
統
土
器
と
外
来
系
統
土
器
に
分
け
る
考
え
方
も
だ
さ
れ
て

は
い
る
が
、
そ
の
系
譜
関
係
が
充
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過

程
を
検
討
す
る
前
に
、
筆
者
な
り
の
土
器
編
年
を
整
理
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
本
節
で
は
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
良
好
な
土
器
資
料

が
得
ら
れ
て
い
る
糸
島
郡
三
雲
遺
跡
・
福
岡
市
西
新
町
遺
蹴
J

甘
木
市
小
田
道
遺
跡
出
土
土
器
を
中
心
と
し
て
、
器
種
に
よ
っ
て
は
他
の

遺
跡
の
良
好
な
資
料
を
補
っ
て
、
筆
者
の
土
器
編
年
観
を
提
示
し
て
お
代
町

ま
ず
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
は
、
大
き
く
在
地
系
統
土
郡
と
外
来
系
統
土
器
と
に
分
け
ら
れ
る
。
外
来
系
統
土
器
は
、
形
状
・

調
整
手
法
か
ら
、
近
畿
地
方
に
分
布
す
る
土
器
と
酷
似
す
る
近
畿
地
方
系
統
土
器
、
山
陰
地
方
か
ら
広
島
県
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
土
器

と
酷
似
す
る
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
、
岡
山
県
々
南
部
地
方
に
分
布
す
る
土
器
と
酷
似
す
る
山
陽
東
部
地
方
系
統
土
器
、
朝
鮮
半
島
か

ら
招
来
さ
れ
た
間
質
土
器
、
さ
ら
に
前
述
の
各
系
統
の
土
器
（
特
に
近
畿
地
方
系
統
土
器
）
と
在
地
系
統
土
器
と
が
折
衷
さ
れ
た
土
器
な

ど
に
細
分
で
き
る
。



伊
4: 

1
今
川
遺
跡

2
太
田
町
遺
跡

3
名
子
道
遺
跡

4
天
神
森
古
墳

5
蒲
田
；
水
ヶ
元
遺
跡

6
平
塚
古
墳

7
多々

良
込
田
遺
跡

8
比
恵
遺
跡

9
那
珂
深
ヲ
サ
遺
跡

10
根
付
遺
跡

11
五
十
川
野
間
遺
跡

12
仲
島
遺
跡

13
御
領
古
墳

14
原
門
遺
臨

15
恭
井
手
遺
跡

16
今
光
・
地
余
遺
跡

17
相
田
遺
跡

18
門
田
遺
跡

19
中
原
遺
跡

第
1
図

筑
前
地
方
に
お
け
る
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
主
要
遺
跡
分
布
図
（
縮
尺

1/40000)

恒
三
事
堂
乞
~
~
湿
器
量
Q
主
主
混
要
円
（

EE!蜜
）

11111 

20
松
ノ
木
遺
跡

21
宗
石
遺
跡

22
恵
子
若
山
古
墳

23
捗
法
寺
古
墳

剖
酉
新
町
遺
跡

25
藤
跨
遺
跡

26
鶴
町
遺
跡

27
原
漂
町
遺
跡

28
有
国
遺
跡

29
宮
の
前
遺
跡

30
湯
納
遺
跡

31
牟
田
辺
遺
跡

32
野
方
中
原
遺
跡

33
今
山
下
遺
跡

34
若
宮
八
幡
遺
跡

35
三
雲
遺
跡

36
卯
内
尺
古
墳

37
古
剣
塚
古
墳

38
宮
ノ
本
遺
跡

39
菖
蒲
浦
古
墳
群

40
峠
山
古
墳

-}, 
41

阿
志
岐
古
墳
群

J.S.42
千
塔
山
遺
跡

2
 43
池
ノ
上
古
墳
群

43・44
上
上
浦
遺
跡

45
小
国
道
遺
跡
神
麗

M
G

神
蔵
古
墳



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
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次
に
、
該
期
の
土
器
の
中
で
、
最
も
出
土
量
が
多
く
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
系
譜
関
係
を
把
握
し
や
す
く
、
編
年
の
基
準
と
な
る
も
の

と
し
て
、
在
地
系
統
の
蜜
形
土
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
は
形
状
・
調
整
手
法
か
ら
六
つ
の
型
式
に
分
類
で
き
る
（
以
下
第
二

1
四
図

参
照
）
。

第
I
型
式
（
第
二
図
1
1
4
）
1
1
1
0
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
ち
、
胴
部
は
器
高
と
く
ら
べ
長
め
で
嗣
部
最
大
径
が
胴
部
中
位
に
あ

り
、
凸
レ
ン
ズ
状
底
が
や
や
退
化
し
た
底
部
が
つ
く
。
調
整
は
第
百
型
式
ま
で
基
本
的
に
は
同
じ
で
、
胴
部
外
面
は
上
半
を
タ
タ
キ
調
整

後
に
ハ
ケ
メ
調
整
を
施
し
、
下
半
は
ケ
ズ
リ
調
整

r施
し
た
後
に
時
と
し
て
軽
く
ナ
デ
仕
上
げ
す
る
。
内
面
は
ハ
ケ
メ
調
整
ま
た
は
ナ
デ

調
整
を
施
す
。

第
E
型
式
（
第
二
図
6
1
9
〉
｜
｜
「
く
」
字
形
口
縁
部
で
、
胴
部
は
載
頭
倒
卵
形
の
胴
部
で
あ
る
。
凸
レ
ン
ズ
状
底
が
痕
跡
的
に
残

る
底
部
を
も
つ
も
の
と
、
丸
底
の
も
の
と
が
あ
る
。
底
部
の
形
状
で
は
前
者
は
第
I
型
式
と
後
者
の
中
間
的
な
も
の
で
、
底
部
を
基
準
と

し
て
二
つ
の
型
式
に
分
離
可
能
で
あ
る
が
、
口
縁
部
・
胴
部
形
状
に
は
対
応
す
る
変
差
は
認
め
ら
れ
ず
、

一
型
式
内
の
部
分
要
素
の
差
違

と
考
え
る
。

第
E
型
式
（
第
二
図
U
1
日
）
｜
｜
第
E
型
式
と
比
較
し
て
胴
部
最
大
径
部
は
胴
部
の
中
位
に
あ
り
、
底
部
は
丸
底
で
、
全
体
と
し
て

ラ
グ
ビ
ー
ボ
1
ル
に
近
い
形
状
を
呈
す
る
。

第
百
型
式
（
第
二
図

m
i幻
）
｜
｜
胴
部
最
大
径
部
は
胴
部
中
位
に
あ
り
、
胴
部
上
半
は
す
ぼ
ま
り
、
底
部
は
第
E
－

E
型
式
が
や
や

尖
り
ぎ
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
丸
み
を
お
び
、
全
体
と
し
て
楕
円
形
に
近
い
胴
部
を
も
っ
。
小
形
品
の
一
部
に
は
胴
部
内
面
に
へ
ラ
ケ
ズ

リ
を
施
す
も
の
が
あ
る
。

第
V
型
式
（
第
二
図
お
・
部
）
｜
｜
第
W
型
式
と
比
較
し
て
器
体
は
よ
り
丸
み
を
お
び
る
。
板
付
遺
跡
第
一
区
の
古
墳
時
代
住
居
跡
出

土
の
も
何
炉
典
型
例
で
あ
る
o

第
一
目
型
式
も
含
め
、
小
形
品
・
大
形
品
と
も
に
胴
部
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
手
法
が
採
用
さ
れ
る
。

第
百
型
式
（
第
二
図
引
）
｜
l
第
V
型
式
と
比
較
し
て
、
胴
部
上
半
が
す
ぽ
ま
り
、

「
く
」
字
口
縁
部
が
た
ち
あ
が
る
。
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立問整！＝
第 第 第 第 第 第
I II Ill IV V VI 
式'.I'! 型

型式 型式
型 型

式 式 式

三雲遺跡サキゾノ Il区2号住居跡 。
II番上II6区l号住居跡 。

H仲田 I-16区17号住居跡 。
西新町遺跡H地区2号住居跡 。。

II H地区3号住居跡 。。
小国道遺跡46号住居跡 。。
三雲遺跡番上II-6区7号住居跡 。
II f中国 I-16区18号住居跡、 。。
西新町遺跡D地区3号住居跡 。。
小田道遺跡l号住居跡 。。
三雲遺跡番上11-6区6号住居跡 。
西新町遺跡A地区6号住居跡 。
小田道遺跡28号住居跡 。
有用遺跡31街区2号住居跡 。。
三雲遺跡塚廻II-6区l号住居跡 。。
小回道遺跡49号住居跡 。。
三雲遺跡仲田 I-16区3号住居跡 。。
上上浦遺跡15号住居跡 。
西新町遺跡D地区6号住居跡 。

II D地区16号j:i,属跡 。。
板イ寸法跡第 I区住居跡 。。
三雲遺跡サキゾノI-4・5区2号住居跡 。。
揚納遺跡D-5，再出土土師器 。。。

在地系統の聾形土器の第I～VI

型式の主要遺構での伴出関係

第1表

こ
れ
ら
の
在
地
系

統
の
蜜
形
土
器
の
各

型
式
が
、

一
括
あ
る

い
は
短
時
間
に
埋
没

し
た
と
考
え
る
主
要

な
遺
構
で
、
ど
の
よ

う
な
伴
出
関
係
を
も

っ
か
を
示
し
た
の
が

第
一
表
で
あ
る
。

ζ

れ
に
加
え
、
第
I
型

式
が
三
雲
遺
跡
サ
キ

ゾ
ノ

I
U
1
区
2
号
住
居
跡
で
弥
生
時
代
後
期
中
頃
に
比
定
さ
れ
る
土
器
群
と
伴
出
し
た
こ
と
か
ら
、
第
I
型
式
↓
第
E
型
式
↓
第
E
型

式
↓
第
百
型
式
↓
第
V
型
式
（
古
↓
新
を
示
す
）
の
変
遺
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
湯
納
遺
跡
D
l
5
溝
、
柏
田
遺
跡
七
号
住
居
跡
で
第

百
・

V
型
式
に
混
っ
て
第
羽
型
式
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
V
型
式
↓
第
百
型
式
の
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
I
型

式
が
弥
生
時
代
後
期
中
頃
の
土
器
群
と
伴
う
こ
と
、
第
百
型
式
が
古
墳
時
代
の
布
留
式
土
器
と
伴
、
っ
と
と
か
ら
、
各
型
式
は
一
定
の
時
間

幅
を
も
っ
て
存
在
し
変
遷
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
外
来
系
統
の
護
形
土
器
、
豪
形
土
器
、
高
杯
形
土
器
な
ど
も
、
各
々
前
述

し
た
在
地
系
統
の
蜜
形
土
器
の
各
型
式
と
時
間
的
に
対
応
す
る
型
式
が
設
定
で
き
、
在
地
系
統
の
整
形
土
器
を
基
準
と
す
る
六
つ
の
土
器

群
（
型
式
群
）
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
れ
ら
は
形
式
の
消
長
・
調
整
手
法
の
変
化
な
ど
か
ら
、
大
き
く
三
つ
の
「
様
式
」
に
ま
と

め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
在
地
系
統
の
蜜
形
土
器
の
第
I
・
E
型
式
を
基
準
と
す
る
土
器
群
（
型
式
群
）
を
「
西
新
町
式
土
器
」
、
同
じ

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
〉

一一一一



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
ハ
岡
崎
）

ニ
二
四

く
第
E
－

w型
式
を
基
準
と
す
る
土
器
群
（
型
式
群
）
を
「
有
図
式
土
器
」
、
同
じ
く
第

v
・
羽
型
式
を
基
準
と
す
る
土
器
群
（
型
式
群
）

を
「
柏
田
式
土
器
」
と
呼
ぶ
。
各
様
式
の
古
新
の
土
器
群
（
型
式
群
〉
は
、
各
々

O
O式
土
器
古
相
段
階
あ
る
い
は
新
相
段
階
と
呼
ぶ
乙

と
と
す
る
。

研
究
史
を
ふ
り
か
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
「
有
国
式
土
器
」
に
は
有
国
遺
跡
の
報
告
で
小
田
富
士
雄
氏
が
設
定
し
た
三
十
一
街
区
溝
直
上

出
土
土
器
を
指
標
と
す
る
「
有
国
I
期
」
、
十
七
街
区
住
居
跡
出
土
土
器
を
指
標
と
す
る
「
有
国
E
期
」
の
両
者
が
対
応
す
る
。
次
に
、

森
貞
次
郎
氏
が
提
唱
し
た
「
西
新
期
」
の
土
器
は
本
稿
の
第
E
型
式
と
第
E
型
式
の
蜜
形
土
器
で
、
形
状
・
胎
土
・
焼
成
が
「
古
境
出
土
の

土
師
器
よ
り
弥
生
式
土
器
に
近
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
過
渡
期
的
な
も
の
と
し
て
、
一
応
弥
生
式
土
器
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
中
頃
に
比
定
さ
れ
る
土
器
群
と
前
述
の
「
有
国
式
土
器
」
の
聞
に
位
置
付
け
ら
れ
る
在
地
系
統
の
蜜
形
土
器

の
第
I
・
E
型
式
を
基
準
と
す
る
土
器
群
（
型
式
群
〉
に
「
西
新
町
式
土
器
」
の
名
称
を
与
え
い
官
そ
の
他
最
近
の
該
期
の
土
器
編
年
案

と
の
対
応
関
係
は
、
「
西
新
町
式
土
器
」
は
常
松
氏
の
西
新
町
I
1
E式
土
器
に
、
「
有
国
式
土
器
」
は
井
上
氏
の
土
師
器
I
期
と
同
E

期
の
一
部
・
武
末
氏
の
宮
の
前
期
・
柳
田
氏
の
土
師
器
I
式
・
常
松
氏
の
西
新
町
E
式
土
器
に
、
「
柏
田
式
土
器
」
は
井
上
氏
の
土
師
器

E
期
の
一
部
と
同
E
期
・
武
末
氏
の
有
国
I
期
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
様
式
と
し
て
、
西
新
町
式
土
器
・
有
田
式
土
器
・
柏
田
式
土
器
を
設
定
し
た
が
、
以
下
に
各
様
式
ご
と
に

内
容
を
略
述
す
る
。
ま
た
、
器
穫
の
呼
称
は
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
に
、
特
殊
な
器
種
を
除
き
、

「
高
杯
」
な
ど
と
す
る
。

「
蜜
形
土
器
」
と
い
っ
た
呼
称
の
「
形

土
器
」
を
省
略
し
て
、

「
費
」
・

「官官一」・

八
西
新
町
式
土
器

V

弥
生
時
代
後
期
中
頃
に
比
定
さ
れ
る
土
器
群
に
直
続
し
、
在
地
系
統
土
器
は
ほ
と
ん
ど
の
器
種
で
凸
レ
ン
ズ
状
底
か
ら
丸
底
へ
の
変
化

が
み
ら
れ
る
段
階
で
、
外
来
系
統
土
器
の
出
土
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。



（
古
相
段
階
）
在
地
系
統
土
器
に
は
蜜
・
壷
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
・
支
脚
が
あ
る
。
壷
に
は
球
形
の
胴
部
を
も
っ
複
合
口
縁
壷
（
第
三

図
l
・
2
）
、
球
形
の
胴
部
を
も
っ
小
形
の
短
顎
壷
（
第
三
図
3
）
、
長
顎
壷
、
偏
球
形
の
胴
部
に
短
く
「
く
」
字
形
に
外
反
す
る
口
縁

部
を
も
っ
無
顎
壷
（
第
三
図
4
）
、
頭
部
が
ほ
ぼ
直
立
し
て
口
縁
部
付
近
で
ゆ
る
や
か
に
外
湾
す
る
中
形
査
（
第
三
図
5
）
、
複
合
口
縁

壷
の
複
合
口
縁
部
を
と
り
さ
っ
た
形
の
口
頭
部
が
朝
顔
形
に
大
き
く
ひ
ら
く
広
口
壷
な
ど
が
あ
る
。
多
く
は
凸
レ
ン
ズ
状
底
が
や
や
退
化

し
た
底
部
を
も
っ
。
複
合
口
縁
壷
の
一
部
（
第
三
図
2
）
に
は
、
口
縁
部
に
古
い
要
素
を
残
す
も
の
が
あ
る
。
鉢
に
は
「
く
」
字
形
口
縁

部
を
も
つ
も
の
（
第
三
図
7
）
と
、
直
口
縁
部
を
も
つ
も
の
（
第
三
図
8
・
9
）
と
が
あ
り
、
内
外
面
を
ハ
ケ
メ
調
整
し
た
後
に
ナ
デ
仕

上
げ
し
た
も
の
が
多
い
。
高
杯
は
杯
部
中
位
で
一
且
反
転
し
て
の
び
る
も
の
で
、
後
期
中
頃
に
比
定
さ
れ
る
板
付
遺
跡
F
・
田
区
三
号
井

戸
跡
出
土
附
ど
く
ら
べ
杯
部
上
半
が
傾
斜
し
て
く
る
。
杯
部
上
半
の
の
び
が
比
較
的
短
い
も
の
（
第
四
図
1
）
と
長
い
も
の
（
第
四
悶
2
）

と
が
あ
る
。
乙
の
段
階
に
は
奇
形
支
脚
（
第
四
図
6
）
が
す
で
に
出
現
し
て
い
る
。

外
来
系
統
土
器
に
は
、
翌
も
し
く
は
壷
の
底
部
破
片
（
第
二
図
5
）
と
、
口
頭
部
が
強
く
外
反
す
る
広
口
畳
（
第
三
図
6
）
と
が
あ

り
、
両
者
と
も
に
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
考
え
る
。
前
者
は
外
面
に
螺
旋
状
の
タ
タ
キ
痕
を
残
し
、
内
面
を
ハ
ケ
メ
状
工
具
で
押
さ
え
つ

け
な
が
ら
回
転
さ
せ
て
調
整
す
る
。
近
畿
地
方
の
後
期
第
V
様
式
で
も
新
し
い
も
の
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
は
胴
部
内
田

に
へ
ラ
ケ
ズ
リ
状
の
調
整
痕
を
残
し
、
他
は
ナ
デ
あ
る
い
は
横
ナ
デ
調
整
を
施
す
。

在
地
系
統
の
も
の
は
古
相
段
階
と
同
じ
器
穏
構
成
を
な
す
。
蚤
は
聾
よ
り
一
段
階
早
く
丸
底
化
し
て
し
ま
う
。
複
合

口
縁
査
に
は
ロ
縁
部
が
ほ
ぼ
直
立
す
る
も
の
（
第
三
図
叩
）
や
、
春
日
市
赤
井
手
遺
跡
井
戸
跡
の
例
の
よ
う
に
口
縁
部
先
端
を
外
折
さ
せ

る
も
叫
が
あ
る
。
長
頚
壷
は
ソ
ロ
パ
ン
玉
形
の
胴
部
に
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
な
が
ら
の
び
る
口
頭
部
が
つ
く
（
第
三
図
日
）
。
小
形
の
短

顎
査
は
丸
底
で
球
形
の
胴
部
に
ほ
ぼ
直
立
す
る
口
頚
部
が
つ
く
（
第
三
図
ロ
）
。
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
っ
無
顎
壷
は
胴
部
上
半
が
す

ぼ
ま
り
、
偏
球
形
の
胴
部
・
丸
底
と
な
る
（
第
三
図
日
）
。
前
段
階
の
第
三
図
5
の
系
譜
を
ひ
く
中
形
壷
は
口
頭
部
が
ゆ
る
や
か
に
外
反

（
新
相
段
階
）

す
る
よ
う
に
な
り
、
球
形
の
胴
部
に
丸
底
が
つ
く
も
の
と
考
え
る
（
第
三
図
H
）
。
壷
の
一
部
に
は
胴
部
外
面
下
半
を
ケ
ズ
リ
調
整
す
る

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
ハ
田
崎
）

ニ
二
五



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
〉

二
一
一
六

も
の
が
み
ら
れ
る
。
鉢
に
も
聾
・
壷
と
同
様
に
底
部
付
近
を
ケ
ズ
リ
調
整
す
る
も
の
が
中
・
大
形
品
に
み
ら
れ
る
（
第
三
図
日
1
m）。

高
杯
は
前
段
階
と
く
ら
べ
、
杯
部
上
半
の
傾
斜
が
き
つ
く
な
り
、
中
位
の
反
転
部
の
段
は
未
だ
明
瞭
で
あ
る
。
前
段
階
と
同
様
に
、
杯
部

上
半
の
の
び
が
短
め
の
も
の
（
第
四
図
7
）
、
長
め
の
も
の
（
第
四
図

8
1
日
）
、
脚
部
が
後
期
中
頃
の
も
の
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
古
い

形
状
を
呈
す
る
も
の
（
第
四
図
日
）
、
杯
部
上
半
が
後
期
中
頃
の
も
の
と
同
じ
く
た
ち
あ
が
り
身
の
深
い
も
の
（
第
四
図
ロ
）
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
他
、
器
台
・
支
脚
は
前
段
階
の
も
の
と
は
判
別
し
が
た
い
。
乙
の
段
階
も
し
く
は
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
は
鉢
形
で
底
部
に

一
孔
を
穿
孔
す
る
甑
が
あ
ら
わ
れ
る
（
第
三
図
悶
）
。

外
来
系
統
土
器
に
は
、
近
畿
地
方
系
統
の
広
口
壷
と
中
国
中
部
地
方
系
統
の
二
重
口
縁
聾
が
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
前
者
は
顎

部
が
胴
部
に
ほ
ぼ
直
立
し
て
口
縁
部
付
近
で
大
き
く
外
反
す
る
。
胴
部
内
面
は
へ
ラ
ケ
ズ
リ
、
他
は
ハ
ケ
メ
調
整
後
ナ
デ
も
し
く
は
横
ナ

デ
で
仕
上
げ
る
（
第
三
図
日
）
。
後
者
は
ほ
ぼ
直
立
す
る
二
重
口
縁
部
を
も
ち
、
頚
部
が
「
コ
」
字
形
に
屈
折
し
て
短
い
円
筒
状
を
呈
し
、

や
や
肩
の
は
る
胴
部
に
凸
レ
ン
ズ
状
底
が
つ
く
（
第
二
図
叩
）
。
底
部
形
状
か
ら
い
う
と
本
来
は
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
と
す
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
応
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
の
中
で
考
え
て
お
く
。
口
縁
部
付
近
の
形
状
は
島
根
県
福
市
Y
｜
臼
の
例
に

近
く
、
藤
田
憲
司
氏
の
山
陰
地
方
町
期
、
青
木
遺
跡
編
年
の

V
－

U
期
の
土
器
群
と
時
間
的
に
併
行
す
る
も
の
と
考
え
る
。

八
有
国
式
土
器

V

在
地
系
統
土
器
は
西
新
町
式
土
器
の
伝
統
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
ぐ
が
、
外
来
系
統
土
器
｜
特
に
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
中
国
中
部
地
方

系
統
土
器
ー
が
聾
・
壷
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
と
器
種
的
に
も
量
的
に
も
揃
う
。
外
来
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
の
折
衷
形
の
聾
・
高
杯

が
み
ら
れ
る
。

（
古
相
段
階
）
在
地
系
統
土
器
の
器
種
は
前
段
階
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。
壷
は
す
べ
て
が
丸
底
で
あ
る
。
複
合
口
縁
壷
は
口
縁

部
が
外
傾
し
、
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
頭
部
に
球
形
の
胴
部
が
つ
く
（
第
三
図
却
）
。
長
頚
壷
は
胴
部
最
大
径
部
が
中
位
よ
り
下
方
に
さ



が
り
安
定
感
に
と
む
形
状
を
呈
す
る
（
第
三
図
泣
）
。
「
く
」
字
口
縁
部
を
も
っ
無
顎
壷
は
前
段
階
と
く
ら
べ
口
縁
部
が
た
ち
あ
が
り
、

胴
部
最
大
径
部
が
胴
部
中
位
よ
り
上
方
に
う
つ
る
（
第
三
図

μ
）
。
こ
れ
と
同
様
な
胴
部
に
直
立
す
る
短
い
口
頭
部
を
も
っ
中
・
大
形
の

も
の
（
第
三
図
お
）
と
、

短
頚
壷
が
あ
る
（
第
三
図
幻
）
。
西
新
町
式
土
器
の
第
三
図
5

・
H
と
系
譜
の
た
ど
れ
る
壷
に
は
口
頭
部
が
若
干
外
湾
し
な
が
ら
の
び
る

口
頚
部
が
直
立
す
る
も
の
（
第
三
図
お
）
と
が
あ
る
が
、
有
国
式
土
器
の
古
相
段
階
と
新
相
段
階
に
分
離
で
き

な
か
っ
た
。
鉢
は
い
ず
れ
も
丸
底
で
、
直
口
縁
部
を
も
つ
も
の
と
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
つ
も
の
と
が
あ
る
。
高
杯
に
は
杯
部
中
位
の

段
が
不
明
瞭
と
な
り
、
上
半
部
の
反
転
が
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
く
な
る
も
の
が
多
い
（
第
四
図
日

1
口
）
。
出
土
量
は
少
な
い
が
、
杯
部

上
半
の
反
転
が
強
調
さ
れ
て
身
の
深
い
も
の
も
あ
る
（
第
四
図
四
－

m）
。
他
に
器
台
・
支
脚
・
飯
が
あ
る
（
第
四
図
日
－

u
・
幻
）
。

近
幾
地
方
系
統
土
器
は
墾
・
壷
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
が
あ
る
。
聾
は
口
縁
部
が
「
く
」
字
形
に
屈
折
し
、
口
縁
端
部
を
つ
ま
み
上
げ
る

も
の
（
第
二
図
路
）
と
丸
み
を
も
っ
低
い
隆
起
を
つ
く
る
も
の
（
第
二
図
印
〉
と
が
あ
る
。
ま
た
、
胴
部
外
面
上
半
に
細
か
い
タ
タ
キ
痕

を
残
す
も
の
と
、
タ
タ
キ
調
整
を
施
し
た
後
に
ハ
ケ
メ
調
整
を
施
す
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
壷
に
は
二
重
口
縁
壷
・
広
口
壷
と
が
あ
る

が
、
前
者
は
筑
前
地
方
で
は
好
例
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
参
考
例
と
し
て
佐
賀
県
鳥
栖
市
本
川
原
遺
跡
一
号
方
形
周
溝
墓
出
土
例
を
あ
げ
て
お

匂
ル
後
者
は
ゆ
る
や
か
に
外
湾
し
な
が
ら
の
び
る
口
頭
部
を
も
ち
、
前
段
階
の
も
の
と
比
し
て
口
顎
部
が
長
い
（
第
三
図
幻
）
。
鉢
に
は

「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
つ
も
の
（
第
三
図
お
－

m
－
G
）
が
あ
る
。
高
杯
に
は
杯
部
が
二

直
口
縁
部
を
も
つ
も
の
（
第
三
図
お
）
と
、

段
の
屈
曲
を
も
つ
も
の
（
第
四
図
担
）
と
、
短
い
杯
部
下
半
に
や
や
ふ
く
ら
み
を
も
っ
上
半
部
が
つ
く
も
の
（
第
四
図
お
－

m）
と
が
あ

り
、
脚
部
は
両
者
と
も
に
や
や
ふ
く
ら
み
を
も
ち
裾
付
近
で
屈
曲
し
て
ひ
ろ
が
る
。
鉢
と
高
杯
に
つ
い
て
は
、
古
相
段
階
と
新
相
段
階
に

分
離
で
き
な
か
っ
た
。
器
台
は
「
ハ
」
字
形
に
ひ
ろ
が
る
脚
部
を
も
ち
、
口
径
は
受
け
部
付
け
根
の
径
に
ほ
ぼ
等
し
い
（
第
四
図
お
－

m）
。
鉢
・
高
杯
・
器
台
は
、
後
述
す
る
新
相
段
階
の
も
の
も
含
め
、
内
外
面
を
ミ
ガ
キ
調
整
し
胎
土
に
ほ
と
ん
ど
砂
粒
を
含
ま
な
い
精

製
品
が
多
い
。
公
表
さ
れ
た
資
料
で
い
え
ば
、

ζ

れ
ら
の
土
器
群
は
奈
良
県
和
田
廃
寺
下
層
の
溝
出
土
の
土
器
群
、
纏
向
3
式
土
器
に
近

似
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
時
間
的
な
併
行
関
係
を
考
え
お
や

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

七



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
〈
田
崎
ぱ

ニ
二
八

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
に
は
聾
・
壷
・
高
杯
・
器
台
が
あ
る
。
聾
に
は
大
形
品
（
第
二
図
却
）
と
小
形
品
（
第
二
図
幻
・
幻
）
の
二

者
が
あ
り
、
若
干
外
傾
す
る
二
重
口
縁
部
が
ナ
デ
肩
の
胴
部
に
つ
き
、
頭
部
は
前
段
階
ほ
ど
明
確
な
筒
状
を
呈
さ
な
い
。
小
形
品
の
幻
と

幻
は
形
状
面
か
ら
同
一
の
系
譜
の
も
の
と
は
考
え
難
く
、
本
来
は
中
国
中
部
地
方
の
ニ
つ
の
異
な
っ
た
系
統
の
土
器
と
す
べ
き
も
の
だ
ろ

う
か
。
壷
は
二
重
口
縁
部
を
も
ち
、
円
筒
形
の
頭
部
が
直
立
ぎ
み
に
た
ち
あ
が
る
。
ナ
デ
肩
の
長
胴
の
も
の
（
第
三
図
叩
）
と
球
形
に
近

い
胴
部
の
も
の
（
第
三
図
出
）
と
が
あ
る
。
器
台
は
所
調
「
鼓
形
器
台
」
で
、
古
相
段
階
の
も
の
と
新
相
段
階
の
も
の
と
に
明
確
に
分
離

で
き
な
か
っ
た
。
高
杯
の
出
土
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
西
新
町
遺
跡
D
地
区
八
号
住
居
跡
出
土
の
一
例
の
み
し
か
実
見
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
土
器
群
は
藤
田
憲
司
氏
の
山
陰
町
期
土
器
群
と
時
間
的
に
併
行
す
る
も
の
と
考
え
る
。

乙
の
段
階
で
み
ら
れ
る
外
来
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
の
折
衷
形
の
土
器
は
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
出
土
量
は
少
な
い
。
聾
に
は
大
形
品
と
小
形
品
と
が
あ
る
。
前
者
は
近
畿
地
方
系
統
の
置
の
口
縁
端
部
を
つ
ま
み
上
げ
る
手
法
を

踏
襲
す
る
が
、
ハ
ケ
メ
お
よ
び
ナ
デ
調
整
で
仕
上
げ
る
手
法
・
器
体
の
大
き
さ
は
在
地
系
統
の
聾
と
共
通
す
る
（
第
二
園
出
）
。
後
者
は

「
く
」
字
形
口
縁
部
の
屈
折
度
、
胴
部
内
面
の
へ
ラ
ケ
ズ
リ
手
法
の
採
用
、
器
体
の
大
き
さ
は
近
畿
地
方
系
統
の
聾
と
類
似
す
る
が
、
器

壁
は
厚
め
で
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
に
よ
り
器
壁
を
極
限
ま
で
薄
く
す
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、
口
縁
端
部
を
つ
ま
み
上
げ
た
り
隆
起
さ
せ
な
い
（
第

二
園
口
）
。
第
四
図
沼
の
高
杯
は
脚
部
が
近
畿
地
方
系
統
の
も
の
に
近
い
が
、
杯
部
形
状
は
異
な
っ
て
お
り
、

一
応
折
衷
形
の
土
器
と
し

て
お
く
。

在
地
系
統
の
壷
に
は
球
形
の
胴
部
に
短
い
口
頭
部
が
つ
く
小
形
の
短
顎
壷
（
第
三
図
訂
）
、
扇
球
形
の
胴
部
に
や
や

内
湾
し
て
の
び
る
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
っ
精
製
の
小
形
壷
（
第
三
図
羽
－

m）
な
ど
が
あ
る
が
、
複
合
口
縁
壷
、
口
頭
部
が
朝
顔
形

に
大
き
く
ひ
ら
く
広
口
壷
な
ど
は
姿
を
消
す
。
高
杯
は
杯
部
が
小
さ
く
な
り
、
杯
都
中
位
の
段
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
（
第
四
図
担
1

お
）
。
そ
の
他
に
鉢
・
器
台
・
支
脚
が
あ
る
が
、
支
脚
の
一
部
に
は
小
形
の
精
製
品
が
み
ら
れ
る
（
第
四
図
幻
・
招
）
。

（
新
相
段
階
）

近
畿
地
方
系
統
土
器
は
前
段
階
と
同
様
な
器
種
構
成
を
と
る
。
費
は
ゆ
る
や
か
に
屈
曲
す
る
「
く
」
字
形
口
縁
部
が
直
線
的
に
の
び
て



先
端
を
わ
ず
か
に
陵
起
さ
せ
る
。
胴
部
内
面
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
は
前
段
階
の
も
の
の
多
く
が
口
縁
部
の
付
け
根
ま
で
施
す
の
に
対
し
て
、
一
肩

部
付
近
ま
で
し
か
施
さ
な
い
（
第
二
図
却
）
。
壷
に
は
二
重
口
縁
壷
・
広
口
壷
・
長
顎
蚤
・
小
形
丸
底
蚤
が
あ
る
。
二
重
口
縁
壷
は
球
形

の
胴
部
に
直
立
す
る
頭
部
を
も
っ
（
第
三
図
叫
）
。
広
口
壷
は
口
頭
部
が
直
線
的
に
の
び
、
一
部
に
口
縁
部
を
わ
ず
か
に
隆
起
さ
せ
る
も

の
も
み
ら
れ
る
（
第
三
図
引
・
必
）
・
小
形
丸
底
壷
は
胴
部
は
ほ
と
ん
ど
ふ
く
ら
み
を
も
た
な
い
（
第
三
図
叫
）
。
器
台
は
前
段
階
と
く

ら
べ
て
受
け
部
が
外
傾
し
て
く
る
（
第
三
図
斜
）
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
奈
良
県
坂
田
寺
下
層
出
土
の
土
器
群
に
最
も
近
く
、
時
間
的
に

も
併
行
関
係
を
も
っ
と
考
え
る
。

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
の
聾
に
は
大
形
品
（
第
二
図
引
・
詑
）
と
小
形
品
（
第
二
図
お
・
担
）
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
二
重
口
縁
部

を
も
ち
頚
部
は
ゆ
る
や
か
に
屈
曲
し
て
球
形
の
胴
部
が
つ
き
、
胴
部
内
面
の
へ
ラ
ケ
ズ
リ
調
整
は
一
肩
一
部
付
近
ま
で
し
か
施
さ
れ
な
い
。
壷

は
二
重
口
縁
部
を
も
ち
ナ
デ
肩
の
胴
部
が
つ
き
、
頚
部
は
前
段
階
の
よ
う
に
筒
形
を
呈
さ
な
い
（
第
三
図
必
・
剖
）
。
一
部
の
墾
・
蚤
に

口
縁
端
部
を
わ
ず
か
に
隆
起
さ
せ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
乙
の
手
法
は
本
来
中
国
中
部
地
方
系
統
の
も
の
で
は
な
く
、
近
畿
地
方
系
統

の
蜜
・
広
口
査
の
手
法
を
と
り
い
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
鉢
は
直
口
縁
部
を
も
っ
脚
台
付
の
も
の
で
、
脚
台
裾
部
が
屈
曲
し
な
が
ら
わ
ず

か
に
肥
厚
す
る
（
第
三
図
臼
・
日
）
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
前
段
階
と
同
様
に
、
藤
田
憲
司
氏
の
山
陰
W
期
の
土
器
群
と
併
行
す
る
も
の

と
考
え
る
。

折
衷
形
の
土
器
に
は
蜜
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
密
で
あ
る
。
大
形
品
と
小
形
品
が
あ
り
、
前
者
は

直
線
的
に
の
び
る
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
ち
、
先
端
部
を
わ
ず
か
に
隆
起
さ
せ
る
。
こ
の
段
階
か
ら
大
形
品
に
も
内
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
技

法
を
採
用
さ
れ
る
が
、
近
畿
地
方
系
統
の
聾
と
同
様
げ
仏
肩
部
付
近
ま
で
し
か
施
さ
れ
な
い
（
第
二
図
お
）
。
後
者
は
形
状
的
に
は
近
畿
地

口
縁
端
部
を
隆
起
さ
せ
ず
、
胴
部
内
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
は
雑
で
あ
り
、
焼
き
も
在
地
系
統
の
聾
に
近
い
（
第
二
図

方
系
統
の
聾
に
近
い
が
、

却
）
。こ

の
ほ
か
、
福
岡
市
多
々
良
込
田
遺
跡
六
号
住
居
跡
か
ら
山
陽
東
部
地
方
系
統
の
窪
が
出
土
し
て
い
る
（
第
二
図
弱
。

事
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

九



事
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
〈
岡
崎
）

二
三
O

八
柏
田
式
土
器

V

柏
田
式
土
器
の
大
き
な
画
期
は
、
在
地
系
統
の
翠
と
壷
に
胴
部
内
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
技
法
が
本
格
的
に
採
用
さ
れ
る
と
と
と
、
近
畿
地
方

系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
が
盛
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
古
相
段
階
）

在
地
系
統
の
壷
に
は
偏
球
形
も
し
く
は
球
形
の
胴
部
に
直
線
的
に
の
び
る
短
い
口
頭
部
が
つ
く
小
形
査
（
第
三
図
日

－
m）
、
前
段
階
の
第
三
図
お
の
系
譜
を
ひ
く
壷
で
前
段
階
と
く
ら
べ
口
頭
部
が
長
く
直
線
的
に
の
び
る
も
の
（
第
三
図
町
）
、
同
じ
く

第
三
図
加
の
系
譜
を
ひ
き
球
形
の
胴
部
に
直
線
的
に
の
び
る
短
め
の
口
頭
部
が
つ
く
も
の
（
第
三
図
回
）
な
ど
が
あ
る
。
後
二
者
の
査
に

口
径
が
一
ま
わ
り
小

は
胴
部
内
面
を
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
す
る
手
法
が
採
用
さ
れ
る
。
高
杯
は
前
段
階
の
も
の
よ
り
杯
部
上
半
が
た
ち
あ
が
り
、

さ
く
な
り
、
脚
部
が
短
く
な
る
（
第
四

ω
・
引
〉
。
そ
の
他
に
は
鉢
・
器
台
・
甑
な
ど
が
あ
る
。

近
畿
地
方
系
統
土
器
に
は
餐
・
壷
・
鉢
・
器
台
・
高
杯
が
あ
る
。
聾
は
球
形
の
胴
部
を
も
ち
、
口
縁
部
は
わ
ず
か
に
内
湾
し
な
が
ら
の
び
て

先
端
部
を
わ
ず
か
に
隆
起
さ
せ
る
（
第
二
図
叫
）
。
壷
に
は
二
重
口
縁
壷
・
長
顎
壷
・
広
口
壷
・
小
形
丸
底
壷
が
あ
る
。
二
重
口
縁
壷
は
頭
部

が
外
傾
し
、
二
重
口
縁
部
の
錨
部
が
退
化
し
て
段
状
と
な
る
。
広
口
査
は
口
頭
部
が
胴
部
か
ら
直
角
に
屈
折
し
て
の
び
る
（
第
三
図
臼
〉
。

小
形
丸
底
壷
に
は
「
く
」
字
形
口
縁
部
を
も
っ
た
精
製
の
小
形
鉢
か
ら
発
達
し
た
と
考
え
る
口
頭
部
の
短
い
も
の
（
第
三
図
印
）
と
、
前

段
階
に
出
現
し
た
小
形
丸
底
壷
の
系
譜
を
ひ
き
口
頭
部
が
ラ
ッ
パ
形
に
ひ
ら
く
も
の
（
第
三
図
臼
）
と
が
あ
る
。
両
者
と
も
に
前
段
階
と

く
ら
べ
胴
部
が
ふ
く
ら
み
を
も
ち
若
干
肩
が
は
る
。
長
頭
壷
は
大
野
城
市
仲
島
遺
跡
⑩
6
区
白
｜
位
溝
出
土
の
も
の
が
好
例
で
、
前
段
階

と
く
ら
べ
胴
部
が
丸
み
を
お
び
後
高
杯
は
杯
部
の
屈
曲
部
が
下
方
に
あ
り
、
上
半
部
が
わ
ず
か
に
外
湾
し
な
が
ら
の
び
て
、
脚
部
が

「
ハ
」
字
形
に
の
び
裾
部
付
近
で
屈
折
す
る
（
第
三
図
必
－
G
）
。
器
台
は
前
段
階
と
く
ら
べ
受
け
部
が
さ
ら
に
外
傾
し
、
脚
部
の
ひ
ら
き

が
大
き
く
脚
裾
部
径
が
口
径
を
う
わ
ま
わ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
と
後
述
の
新
相
段
階
の
も
の
は
、
奈
良
県
上
ノ
井
手
遺
跡
の
溝

m
l
m

出
土
土
器
群
に
最
も
近
く
、
時
間
的
な
併
行
関
係
を
も
っ
と
考
え
る
。

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
の
壷
は
二
重
口
縁
部
を
も
ち
、
ナ
デ
肩
の
胴
部
と
頭
部
の
境
い
が
明
瞭
で
な
く
、
頭
部
は
ゆ
る
や
か
に
内
湾



し
な
が
ら
の
び
る
（
第
三
図
臼
〉
。
鉢
は
脚
台
を
も
ち
、
脚
台
部
は
ゆ
る
や
か
に
屈
曲
し
な
が
ら
ひ
ろ
が
る
（
第
三
図
臼
・
臼
）
。
乙
れ

ら
の
土
器
群
と
後
述
の
新
相
段
階
の
も
の
は
藤
田
憲
司
氏
の
山
陰
V
期
あ
る
い
は
小
谷
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
群
と
最
も
類
以
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
と
時
間
的
に
併
行
関
係
を
も
つ
も
の
と
考
え
犯

そ
の
他
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
に
は
聾
・
査
・
高
杯
な
ど
が
あ
る
（
第
二
図
泊
－

m）。

（
新
相
段
階
）
資
料
的
な
面
か
ら
各
系
統
・
器
種
を
充
分
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
在
地
系
統
の
査
は
球
形
の
胴
部
に
短
い
口
頭
部

が
つ
く
も
の
〈
第
三
図
臼
）
以
外
、
明
ら
か
に
と
の
段
階
の
も
の
と
判
断
で
き
る
も
の
は
少
な
い
。
高
杯
は
近
畿
地
方
系
統
の
も
の
と
あ

わ
せ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
充
分
に
系
譜
関
係
を
お
さ
え
が
た
い
。
基
本
的
に
は
、
ふ
く
ら
み
を
も
っ
脚
部
が
裾
部
付
近
で
大
き
く
屈

折
す
る
が
、
屈
折
の
度
合
か
ら
第
四
図
U
と
必
の
二
者
に
分
け
ら
れ
る
。
杯
部
は
屈
曲
部
が
下
方
に
あ
る
が
、
上
半
部
が
外
湾
し
な
が
ら

の
び
る
も
の
と
や
や
内
湾
ぎ
み
に
の
び
る
も
の
と
が
あ
る
。
他
に
直
口
縁
の
鉢
・
器
台
が
あ
る
。

近
畿
地
方
系
統
土
器
と
し
て
は
聾
・
小
形
丸
底
壷
・
器
台
が
分
離
で
き
た
。
聾
は
前
段
階
よ
り
胴
部
が
球
形
化
し
、
口
縁
部
は
た
ち
あ

が
り
先
端
部
の
隆
起
は
内
方
に
丸
く
は
り
だ
す
よ
う
に
な
る
（
第
二
図
必
）
。
小
形
丸
底
壷
は
胴
部
が
ふ
く
ら
み
を
も
ち
偏
球
形
を
呈

し
、
口
頭
部
は
ラ
ッ
パ
形
に
大
き
く
ひ
ろ
が
る
（
第
三
図
師
・
町
）
。
器
台
は
受
け
部
が
小
さ
く
な
り
、
一
部
に
は
受
け
部
々
分
が
省
略

さ
れ
た
も
の
も
み
ら
れ
る
（
第
四
図
的
）
。

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
に
は
壷
・
鉢
・
器
台
が
あ
る
。
壷
は
ナ
デ
肩
の
胴
部
に
ゆ
る
や
か
な
カ
l
プ
を
え
が
く
頭
部
が
つ
き
、
二
重

口
縁
部
の
先
端
が
内
方
へ
わ
ず
か
に
隆
起
す
る
（
第
二
図
印
）
。

折
衷
形
の
土
器
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
も
の
で
聾
が
多
い
。
費
は
口
縁
部
が
た
ち
あ
が
り
、
胴
部
上

半
が
す
ぼ
ま
り
球
形
化
が
す
す
む
（
第
二
図
位
）
。

以
上
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
編
年
を
の
べ
た
が
、
近
年
の
資
料
の
充
実
に
よ
り
、
筑
前
地
方
内
の
糸
島
平
野
・
福
岡
平
野
と
い

事
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
》

一一一一一一



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
）

一一一
一

う
小
平
野
単
位
で
も
在
地
系
統
土
器
の
地
域
色
を
大
ま
か
に
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

乙
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
ま
ず
、
高
杯
は
杯
部
が
中
位
で
一
旦
反
転
し
て
の
び
る
形
状
を
基
本
と
す
る
が
、
時
間
的
に
杯
部
中
位
の
反
転
部
の
段
が
退
化

し
、
上
半
部
が
ひ
ら
い
で
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
西
新
町
遺
跡
・
藤
崎
遺
跡
・
原
深
町
遺
跡
な
ど
の
早
良
平
野
の
高
杯
は

杯
部
上
半
が
長
め
で
、
杯
部
内
面
に
ハ
ケ
メ
調
整
の
後
に
暗
文
を
描
き
装
飾
性
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
第
四
図
8
・
9
・
口
－

m
・

銭
。
野
方
中
原
遺
跡
六
号
石
棺
墓
供
献
の
高
杯
・
同
F
1
4
区
2
l
a
地
点
出
土
の
高
杯
も
同
様
で
、
中
国
中
部
地
方
系
統
の
鼓
形
器

台
に
も
同
じ
調
整
手
法
が
認
め
ら
れ
後
三
雲
遺
跡
な
ど
の
糸
島
平
野
の
高
杯
は
早
良
平
野
の
も
の
と
く
ら
べ
杯
部
上
半
が
短
か
め
で
、

杯
部
内
面
は
丁
寧
な
ナ
デ
も
し
く
は
ミ
ガ
キ
調
整
を
施
し
た
後
に
暗
文
を
描
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
（
第
四
図
1
・
7
・
日
－

m）
。
福

岡
平
野
の
高
杯
は
有
図
式
土
器
の
段
階
に
、
杯
部
上
半
の
反
転
が
目
立
た
ず
直
線
的
に
の
び
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
極
端
な
例
で
は
、

有
国
式
土
器
古
相
段
階
の
門
回
遺
跡
辻
田
地
区
八
号
住
居
跡
出
土
の
高
杯
の
よ
う
に
、
杯
部
下
半
か
ら
口
縁
部
ま
で
ほ
ぼ
直
線
的
に
ひ
ろ

が
る
も
の
が
あ
る
。
甘
木
・
朝
倉
地
区
の
高
杯
は
、
小
田
道
遺
跡
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
杯
部
上
半
の
反
転
が
強
調
さ
れ
杯
部
が
深
い
も

の
が
基
本
で
あ
る
（
第
四
図
日
・
日
・
日
－

m）。

蜜
は
糸
島
平
野
で
出
土
す
る
も
の
（
第
二
図
1
・

6
－
H
－

m〉
と
福
岡
・
早
良
平
野
で
出
土
す
る
も
の
（
第
二
図
2
・
7
－
ロ
－
M
）

を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
後
者
に
く
ら
べ
口
径
ま
た
は
胴
部
最
大
径
が
器
高
に
対
し
て
小
さ
く
、
細
身
で
ス
マ
ー
ト
な
印
象
を
与
え
る
。

ま
た
、
出
土
量
が
少
な
い
が
、
福
岡
平
野
で
も
那
珂
川
中
・
上
流
域
で
は
、
「
く
」
字
形
口
縁
部
が
中
程
で
さ
ら
に
外
折
す
る
費
が
西
新

町
式
土
器
古
相
段
階
か
ら
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に
み
ら
れ
る
（
第
二
図
3
・
日
・
部
）
。
地
理
的
に
筑
後
地
方
に
近
い
甘
木
・
朝
倉
地

区
の
裂
は
、
胴
部
が
非
常
に
長
く
筑
後
地
方
系
統
の
蜜
に
近
似
す
る
（
第
二
図
8
・
u
・
お
）
。

壷
は
、
糸
島
平
野
か
ら
早
良
平
野
北
西
部
の
遺
跡
で
は
、
複
合
口
縁
壷
と
と
も
に
口
顎
部
が
朝
顔
形
に
ひ
ら
き
口
縁
部
内
面
に
粘
土
帯

を
貼
付
す
る
広
口
査
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
早
良
平
野
と
福
岡
平
野
で
は
、
後
者
の
口
縁
部
内
面
に
粘
土
帯
を
貼
付
す
る
か
わ
り

に
複
合
口
縁
部
を
つ
け
た
広
口
壷
が
多
い
。
甘
木
・
朝
倉
地
区
で
は
前
述
の
広
口
壷
は
少
な
く
、
複
合
口
縁
壷
は
頚
部
が
短
く
、
第
三
図



5
－

u
－

m
・
日
の
系
譜
を
ひ
く
壷
が
盛
行
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
筑
前
地
方
内
の
小
平
野
単
位
の
在
地
系
統
土
器
の
地
域
色
を
抽
出
で
き
る
が
、

の
発
現
形
態
と
異
な
り
形
状
あ
る
い
は
調
整
手
法
の
「
く
せ
」
、

そ
れ
は
旧
国
単
位
で
の
土
器
の
地
域
色

つ
ま
り
部
分
要
素
の
差
違
と
い
う
発
現
形
態
を
と
る
。

外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程

本
節
で
は
、
外
来
系
統
土
器
が
ど
う
い
う
過
程
で
筑
前
地
方
に
流
入
す
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
流
入
過
程
を
具
体
的
に
あ
ら
わ

す
方
法
と
し
て
は
幾
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
一
遺
跡
あ
る
い
は
一
遺
構
か
ら
出
土
す
る
土
器
を
系
統
別
・
器
種
別
に

分
け
て
、
そ
の
個
体
数
の
構
成
比
率
を
と
り
、
遺
跡
・
遺
構
ご
と
に
比
較
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
ま
た
比
較
検
討
す
る
遺
跡
・

遺
構
と
し
て
は
、
柳
田
康
雄
氏
が
墓
地
お
よ
び
墓
地
に
伴
う
祭
把
遺
構
出
土
土
器
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
住
居
跡
・
溝
な

ど
集
落
・
生
産
地
関
係
の
遺
跡
・
遺
構
に
し
ぼ
り
た
い
丸
ま
た
、
遺
構
に
よ
っ
て
は
一
遺
構
か
ら
了
二
片
の
土
器
片
し
か
出
土
し
な
い
例

が
あ
る
と
思
う
と
、
極
端
な
例
で
は
一
遺
構
か
ら
四
百
個
体
以
上
の
土
器
が
出
土
す
る
例
も
あ
る
。
乙
う
し
た
出
土
土
器
の
個
体
数
差
に

著
し
い
差
の
あ
る
資
料
を
一
括
し
て
比
較
検
討
す
る
に
は
問
題
が
あ
り
、
出
土
土
器
の
個
体
数
の
面
か
ら
比
較
対
象
資
料
に
制
限
を
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
構
成
比
率
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
単
位
で
比
較
し
よ
う
と
考
え
る
の
で
、

五
個
体
以
上
の
土
器
を
出
土
し

た
遺
構
を
比
較
の
対
象
と
し
た
。
最
後
に
、
土
器
の
個
体
数
の
算
出
方
法
で
あ
る
が
、
蜜
・
壷
・
鉢
な
ど
で
は
口
縁
部
破
片
数
が
最
も
本

来
の
個
体
数
に
近
い
数
値
と
考
え
、
各
系
統
・
器
種
ご
と
に
口
縁
部
の
破
片
数
を
個
体
数
と
し
た
。
た
だ
し
、
口
縁
部
が
出
土
し
て
い
な

い
が
、
明
ら
か
に
別
個
体
と
考
え
ら
れ
る
胴
部
あ
る
い
は
底
部
破
片
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
破
片
も
一
個
体
と
し
て
計
算
し
た
。
高
杯

・
器
台
で
は
、
口
縁
部
・
脚
柱
部
・
脚
裾
部
の
各
々
の
破
片
数
を
か
ぞ
え
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
破
片
数
を
個
体
数
と
し
た
。
こ
う
し
た

算
出
方
法
を
と
る
こ
と
で
、
本
来
の
個
体
数
に
近
い
数
値
を
は
じ
き
だ
せ
た
も
の
と
思
う
。

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

一一一一一一



事
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
三
四

凶
早
良
平
野

間
平
良
平
野
は
糸
島
平
野
と
福
岡
平
野
に
挟
ま
れ
た
小
平
野
で
あ
り
、
西
新
町
遺
跡
・
藤
崎
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
海
岸
部
の
遺
跡
と
有
田

遺
跡
・
宮
の
前
遺
跡
・
原
深
町
遺
跡
な
ど
の
内
陸
部
の
遺
跡
に
大
別
さ
れ
る
。

川
西
新
町
遺
跡
・
藤
崎
遺
跡
（
第
一
了
四
表
参
勤

両
遺
跡
は
早
良
平
野
の
東
北
部
の
博
多
湾
に
面
し
た
古
砂
丘
上
に
立
地
し
、
早
良
平
野
の
玄
関
口
と
も
い
う
べ
き
位
置
に
あ
る
。
玄
界

灘
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た
他
の
砂
正
遺
跡
と
同
様
に
、
縄
文
時
代
晩
期
末
以
降
墓
地
が
営
ま
れ
て
い
る
。
藤
崎
遺
跡
で
は
住
居
が
営
ま
れ
だ

す
の
は
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
以
降
で
あ
り
、
発
掘
さ
れ
た
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
住
居
は
五
軒
の
み
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
該

期
の
墓
地
と
し
て
の
利
用
は
頻
繁
で
あ
り
、
古
く
か
ら
箱
式
石
棺
・
聾
棺
が
発
見
さ
れ
、
明
治
四
十
五
年
に
は
箱
式
石
棺
か
ら
的
製
の
三

角
縁
二
神
龍
虎
鏡
と
鉄
万
が
、
大
正
六
年
に
も
箱
式
石
棺
か
ら
方
格
渦
文
鏡
が
出
土
し
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
調
査
で
は
十
基
の
方
形
周

溝
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
西
新
町
遺
跡
で
は
一
九
七
六
1
七
八
年
度
の
調
査
で
、
西
新
町
式
土
器
新
相
段
階
1
柏
図
式
土
器
古
相
段
階
の
住

居
跡
五
十
七
軒
、
費
棺
墓
一
基
が
検
出
さ
れ
た
。
藤
崎
遺
跡
と
く
ら
べ
、
該
期
の
住
居
跡
数
が
多
く
、
埋
葬
遺
構
が
極
端
に
少
な
い
乙
と

が
注
目
さ
れ
る
。
両
遺
跡
は
約
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
近
接
す
る
遺
跡
も
な
い
乙
と
か
ら
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
に

は
墓
地
と
し
て
の
藤
崎
遺
跡
・
集
落
と
し
て
の
西
新
町
遺
跡
と
い
う
性
格
付
け
が
可
能
で
あ
り
、
墓
地
と
集
落
と
い
う
機
能
を
わ
か
っ
遺

跡
群
と
考
え
ら
れ
る
。

と
乙
で
、
西
新
町
遺
跡
の
各
住
居
跡
ご
と
に
出
土
土
器
の
系
統
別
構
成
比
率
を
あ
ら
わ
し
た
の
が
第
二
1
四
表
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は

廃
棄
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
出
土
土
器
の
構
成
比
率
か
ら
住
居
跡
を
分
類
で
き
る
。

a
類
住
居
跡
｜
出
土
土
器
の
す
べ
て
が
在
地
系
統
土
器
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。

b
類
住
居
跡
l
出
土
土
器
の
う
ち
九
割
前
後
が
在
地
系
統
土
器
で
、

外
来
系
統
土
器
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。

一
割
前
後
が
近
畿
地
方
あ
る
い
は
中
国
中
部
地
方
系
統
と
い
っ
た
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古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
三
八

C
類
住
居
跡
｜
出
土
土
器
の
う
ち
七
3
八
割
が
在
地
系
統
土
器
、
ニ
ー
三
割
が
外
来
系
統
土
器
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。

d
類
住
居
跡
l
出
土
土
器
の
う
ち
在
地
系
統
土
器
が
五
割
前
後
、
他
は
外
来
系
統
土
器
で
占
め
ら
れ
る
（
近
畿
地
方
系
統
土
器
・
中
国

中
部
地
方
系
統
土
器
が
各
二
割
前
後
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
が
一
割
以
内
を
占

め
る
例
の
ほ
か
に
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
が
外
来
系
統
土
器
の
な
か
で
圧
倒
的
に
多
い
例
が
あ
る
〉
。

e
類
住
居
跡
｜
出
土
土
器
の
う
ち
在
地
系
統
土
器
が
ニ

1
三
割
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
が
三
i
四
割
、
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
が
二

割
前
後
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
が
二
割
前
後
を
占
め
る
。

さ
ら
に
、

a
s
c
類
住
居
跡
で
は
外
来
系
統
土
器
は
一

1
二
器
種
、

d
類
住
居
跡
で
は
多
く
て
も
四
器
種
程
度
で
あ
る
が
、

e
類
住
居

跡
で
は
外
来
系
統
土
器
の
う
ち
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
に
つ
い
て
の
み
、
費
・
壷
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
な
ど
各

器
種
が
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
と
し
て
出
土
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
は
器
種

的
に
は
聾
が
圧
倒
的
に
多
い
。
第
二

1
四
表
か
ら
い
う
と
全
体
と
し
て
は
、
次
第
に
外
来
系
統
土
器
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
結

果
d
・
e
類
住
居
跡
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
、
各
時
期
ご
と
に

a
i
e
類
住
居
跡
が
ど
の
よ
う
に
集
落
を
構
成
す
る
か
を
示
し

た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。

西
新
町
遺
跡
で
は
五
十
七
軒
の
う
ち
四
十
五
軒
の
住
居
跡
は
出
土
土
器
か
ら
時
期
比
定
が
可
能
で
あ
り
、
西
新
町
式
土
器
新
相
段
階
に

は
七
軒
、
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
は
十
四
軒
、
同
新
相
段
階
に
は
十
五
軒
、
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
に
は
九
軒
を
数
え
る
。
残
り
十
ニ

軒
の
住
居
跡
は
出
土
遺
物
が
な
く
時
期
比
定
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
も
西
新
町
式
土
器
新
相
段
階
i
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
の
も
の
と
考

え
、
第
五
図
に
は
各
時
期
ご
と
に
時
期
不
明
住
居
跡
と
し
て
か
き
乙
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
西
新
町
式
土
器
新
相
段
階
を
み
る
と
、
集
落
は

a
・
b
・
c
類
住
居
跡
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

a
類
住
居
跡
は
集
落
の
中
心
に
、

b
・
c
類
住
居
跡
は
縁
辺
に
配
さ
れ
る
傾
向
が
う
か

均一
γ
る
。
遺
跡
全
体
と
し
て
は
外
来
系
統
土
器
は
少
な
く
、
器
種
的
に
も
聾
・
壷
・
（
鉢
）
・
飯
蛸
壷
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
有
国
式
土
器
古

相
段
階
も
集
落
は

a
・
b
・
C
類
住
居
跡
で
構
成
さ
れ
る
が
、
前
段
階
と
く
ら
べ

b
・
c
類
住
居
跡
が
急
増
し
、
遺
跡
全
体
と
し
て
も
外
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来
系
統
土
器
が
大
幅
に
増
え
て
、
器
種
的
に
は
高
杯
が
加
わ
る
。
該
期
の
集
落
は
C
地
区
東
半
部
を
境
い
と
す
る
二
つ
の
住
居
跡
群
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
、
東
側
グ
ル
ー
プ
で
は

c
類
住
居
跡
を
中
心
に
大
小
の
住
居
跡
が
密
集
す
る
景
観
を
呈
し
、
西
側
グ
ル
ー
プ
や

前
段
階
の
集
落
景
観
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
こ
の
集
落
に
対
応
す
る
墓
地
が
営
ま
れ
た
藤
崎
遺
跡
で
は
方
形
周
溝
墓
（
一
九
八

と
の
段
階
は
集
落
・
墓
地
の
双
方
で
大
き
な
画
期
で
あ
る
。
有
国
式
土
器
新

二
年
調
査
八
号
方
形
周
溝
墓
）
が
は
じ
め
で
あ
ら
わ
れ
て
、

相
段
階
に
は

a
類
住
居
跡
は
姿
を
消
し
、

b
－

c
類
住
居
跡
に
加
え
て
d
類
住
居
跡
に
よ
っ
て
集
落
が
構
成
さ
れ
る
。
遺
跡
全
体
と
し
て

も
外
来
系
統
土
器
は
前
段
階
に
ひ
き
つ
づ
き
増
加
し
、
器
種
的
に
も
蜜
・
古
賀
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
・
手
あ
ぶ
り
形
土
器
・
飯
蛸
壷
な
ど
が

揃
う
。
ま
た
、
精
製
の
鉢
・
高
杯
・
器
台
・
手
あ
ぶ
り
形
土
器
な
ど
祭
把
的
色
彩
の
強
い
器
種
が
み
ら
れ
る
。
住
居
跡
群
は

C
地
区
西
半

部
を
境
い
に
東
西
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
離
で
き
、
西
側
グ
ル
ー
プ
と
く
ら
べ
東
側
グ
ル
ー
プ
に
外
来
系
統
土
器
が
か
た
よ
っ
て
出
土

す
る
。
集
落
景
観
か
ら
は
、
東
側
グ
ル
ー
プ
は
前
段
階
よ
り
住
居
跡
数
が
増
加
し
て
密
集
す
る
傾
向
を
認
め
る
。
西
側
、
グ
ル
ー
プ
も
時
期

比
定
の
で
き
な
か
っ
た
住
居
跡
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
様
な
集
落
景
観
を
呈
す
る
も
の
と
考
え
る
。
藤
崎
遺
跡
で
は
二
・
四
・
六
号
方
形
周

溝
墓
が
営
ま
れ
、
六
号
方
形
周
溝
墓
か
ら
は
舶
載
の
三
角
縁
二
神
二
車
馬
鏡
・
鉄
製
素
環
頭
大
万
・
鉄
鉱
・
鉄
刀
子
・
鉄
鎚
が
出
土
し
て

い
る
。
最
後
に
、
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に
は
集
落
は
d
・
e
類
住
居
跡
だ
け
で
構
成
さ
れ
、
器
種
的
に
す
べ
て
が
揃
う
の
は
在
地
系
統

土
器
で
は
な
く
外
来
系
統
土
器
｜
特
に
近
畿
地
方
系
統
土
器
ー
で
あ
る
。
有
国
式
土
器
新
相
段
階
ま
で
は
外
来
系
統
土
器
は
出
土
量
が
い

く
ら
多
く
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
客
体
で
あ
る
が
、

乙
の
段
階
に
外
来
系
統
土
器
が
在
地
系
統
土
器
を
量
的
に
も
質
的
に
も
凌
駕
す

る
。
ま
た
、
時
期
比
定
の
可
能
な
住
居
跡
は
遺
跡
の
東
半
部
に
の
み
み
ら
れ
、
密
集
す
る
と
同
時
に
住
居
跡
の
長
軸
方
向
が
ほ
ぼ
東
西
を

向
き
、
住
居
の
配
列
に
一
定
の
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
。
現
在
こ
の
よ
う
な
集
落
景
観
を
呈
す
る
集
落
は
筑
前
地
方
で
は
類
例
が
な
い
。

さ
て
、
西
新
町
遺
跡
が
営
ま
れ
た
古
砂
正
の
背
後
は
沖
積
平
野
の
氾
濫
原
で
あ
り
、
水
田
経
営
に
は
不
向
き
の
土
地
で
あ
る
乙
と
か

ら
、
集
落
の
主
要
な
経
済
基
盤
を
水
回
経
営
に
は
求
め
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
乙
の
古
砂
正
が
縄
文
時
代
晩
期
末
以
来
、
長
い

間
墓
地
に
し
か
利
用
さ
れ
な
い
非
生
産
的
な
場
所
で
あ
っ
た
乙
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。
そ
乙
で
、
立
地
の
上
か
ら
集
落
の
経
済
的
基
盤

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
三
九



ニ
四
O

は
海
と
結
び
つ
け
て
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
大
阪
湾
沿
岸
を
中
心
と
し
て
分
布
す
る
飯
蛸
壷
の
出
幻
〉
・
近
畿
地
方
系
統
土
器
・

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
・
山
陽
東
部
地
方
系
統
土
器
・
朝
鮮
半
島
の
陶
質
土
器
な
ど
外
来
の
各
系
統
の
土
器
が
大
量
に
か
っ
恒
常
的
に
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漁
携
活
動
を
媒
体
と
す
る
広
範
な
海
上
交
流
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
交
流
に
は
人
間
の
往
来
と
同
時
に

物
品
の
交
易
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
西
新
町
遺
跡
の
集
落
の
経
済
的
基
盤
は
漁
持
活
動
と
海
上
交
易
活
動
と
考
え
る
。
筑
前
地

方
に
は
西
新
町
遺
跡
の
ほ
か
に
、
海
岸
部
に
営
ま
れ
各
種
の
外
来
系
統
土
器
を
多
く
出
土
し
て
漁
持
活
動
と
と
も
に
海
上
交
易
活
動
を
行

っ
た
と
孝
子
り
れ
る
遺
跡
に
は
、
糸
島
平
野
の
入
口
に
あ
た
る
位
置
を
占
め
る
福
岡
市
今
山
下
遺
跡
、
粕
屋
郡
今
川
遺
跡
な
ど
が
払
成
。

ω有
国
遺
跡
・
宮
の
前
遺
跡
（
第
五
表
久
間
）

早
良
平
野
の
内
陸
部
で
は
住
居
跡
の
検
出
例
は
少
な
く
、
有
国
遺
跡
と
宮
の
前
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
有
国
遺
跡
で
は

公
表
さ
れ
た
例
で
十
七
街
区
住
居
跡
と
三
十
一
街
区
二
号
住
居
跡
が
比
較
資
料
と
な
り
え
る
。
両
者
と
も
有
田
式
土
器
新
相
段
階
に
比
定

さ
れ
、
十
七
街
区
住
居
跡
で
は
在
地
系
統
土
器
が
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
が
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
中
部
地
方
系

統
土
器
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
西
新
町
遺
跡
で
分
類
し
た

c
類
住
居
跡
に
相
当
し
、
近
畿
地
方
系
統
の
高
杯
と
小
形
丸
底
牽
が
含

ま
れ
る
点
は
一
注
意
さ
れ
る
。
一
ニ
十
一
街
区
二
号
住
居
跡
で
は
床
面
あ
る
い
は
住
居
跡
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
小
ピ
ッ
ト
内
か
ら
土
器
が
出

土
し
て
い
る
。
出
土
土
器
は
す
べ
て
在
地
系
統
土
器
で
あ
り
、
西
新
町
遺
跡
で
こ
の
段
階
に
、
出
土
土
器
の
す
べ
て
が
在
地
系
統
土
器
で

あ
る

a
類
住
居
跡
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
は
対
蹴
的
で
あ
る
。
宮
の
前
遺
跡
で
は
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
1
有
国
式
土
器
新
相
段
階
の

十
七

1
十
八
軒
の
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
が
少
な
い
た
め
に
、
各
竪
穴
遺
構
の
時
期
の
比
定

は
む
ず
か
し
い
が
、
一
時
期
五
軒
前
後
の
竪
穴
遺
構
が
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
住
居
跡
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
外
来
系
統
土
器
は
出
土
し

て
お
ら
ず
、

D
地
点
一
号
竪
穴
遺
構
で
外
来
系
統
土
器
が
一
例
出
土
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
外
来
系
統
土
器
が
少
な
い
と
と

は
、
遺
跡
全
体
で
も
い
え
る
こ
と
で
、

E
地
点
の
包
含
層
で
も
上
層
出
土
資
料
中
に
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
外
来
系
統
土
器
が
含
ま
れ
て

い
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
早
良
平
野
で
も
内
陸
部
の
集
落
で
は
、
海
岸
部
の
集
落
と
く
ら
べ
外
来
系
統
土
器
の
流
入
は
少
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古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
四
ニ

な
い
。
ま
た
、
出
土
量
の
少
な
い
外
来
系
統
土
器
の
中
で
、
費
以
外
に
近
畿
地
方
系
統
の
小
形
丸
底
壷
・
二
重
口
縁
壷
・
高
杯
、
中
国
中

部
地
方
系
統
の
鼓
形
器
台
な
ど
祭
把
的
性
格
の
強
い
器
種
が
一
定
量
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

ω鶴
町
遺
跡
・
原
深
町
遺
跡
・
湯
納
遺
跡
（
第
五
表
参
照
）

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
早
良
平
野
内
陸
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
溝
あ
る
い
は
旧
河
道
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
鶴

町
遺
跡
で
は
第
E
号
溝
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
柵
状
遺
構
・
樋
・
堰
あ
る
い
は
護
岸
の
堤
防
と
考
え
ら
れ
る
木
組
み
遺
構
な
ど
が
発
見
さ

れ
、
水
田
経
営
に
対
す
る
施
設
と
芳
え
ら
れ
て
い
る
。
木
組
み
遺
構
を
堰
と
す
れ
ば
、
構
造
的
に
は
愛
媛
県
松
山
市
古
照
遺
跡
で
発
見
さ

れ
た
堰
に
最
も
近
い
乙
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
時
期
比
定
に
つ
い
て
は
、
第
E
号
溝
が
旧
河
道
で
あ
る
た
め
に
確
定
で
き
な
い
が
、
出

土
土
器
か
ら
西
新
町
式
土
器
新
相
段
階
1
有
田
式
土
器
新
栢
段
階
と
考
え
る
。
土
器
の
出
土
量
は
極
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
在
地
系

統
土
器
で
あ
り
、
外
来
系
統
土
器
は
全
体
の
一
割
以
下
で
あ
る
。
原
深
町
遺
跡
で
は
第
一

1
七
号
溝
・
旧
河
道
と
考
え
ら
れ
る
大
溝
と
、

こ
れ
ら
の
溝
に
伴
う
二
つ
の
堰
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第
二
号
堰
に
よ
り
大
溝
の
水
位
を
あ
げ
第
二
・
五
号
溝
に
分
水
す
る
と
い
う
濯
瓶

用
水
施
設
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
に
は
夜
臼
式
土
器
1
中
世
の
土
師
器
・
磁
器
ま
で
あ
る
が
、
山
山
土
量
は
有
田
式
土
器
古
相
段

階
1
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
の
も
の
が
最
も
多
く
、
弥
生
土
器
が
護
岸
用
杭
の
打
込
ま
れ
た
土
層
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
本

遺
跡
の
濯
蹴
用
水
施
設
の
時
期
は
有
国
式
土
器
古
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
と
考
え
る
。
鶴
町
遺
跡
と
く
ら
べ
、
土
器
の
出
土
量

は
非
常
に
多
く
、
在
地
系
統
の
精
製
の
小
形
壷
、
近
畿
地
方
系
統
の
小
形
丸
底
壷
・
精
製
の
小
形
鉢
・
高
杯
・
器
台
、
中
国
中
部
地
方
系
統
の

鼓
形
器
台
な
ど
祭
杷
的
性
格
を
も
っ
器
種
が
目
立
つ
。
系
統
別
構
成
比
は
第
一
号
溝
の
場
合
、

I
区
出
土
土
器
は
四
個
体
と
極
端
に
少
な

E
区
と

E
区
で
は
在
地
系
統
土
器
が
約
五
割
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の

く
比
較
材
料
と
は
な
ら
な
い
が
、

土
器
が
一

1
二
割
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
が
二

1
三
割
、
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
が
一

1
二
割
を
占
め
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
の
陶
質
土

器
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
大
溝
出
土
土
器
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
構
成
比
を
示
す
。
ま
た
、
大
溝
出
土
土
器
で
は
有
田
式
土
器
新
相
段
階
1

柏
図
式
土
器
古
相
段
階
の
も
の
が
、
一
号
溝
出
土
土
器
で
は
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
1
同
新
相
段
階
の
も
の
が
主
体
を
占
め
る
。
両
者
を



比
較
す
る
と
在
地
系
統
土
器
と
近
畿
地
方
系
統
土
器
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
が
、
前
者
は
後
者
に
く
ら
べ
近
畿
地
方
系
統
土
器
と

在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
比
率
が
高
く
な
る
の
に
対
し
て
、
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
の
比
率
は
低
く
な
る
。
各
系
統
ご
と
に
箆
・

壷
・
高
杯
・
器
台
な
ど
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
の
器
種
が
揃
う
。
湯
納
遺
跡
で
は

E
｜

A
区
D
l
5
溝
上
層
か
ら
有
図
式
土
器
新
相
段
階

1
柏
田

式
土
器
新
相
段
階
の
土
器
が
か
た
ま
っ
て
出
土
し
た
。
土
器
の
一
点
一
点
に
あ
た
っ
て
い
な
い
が
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
聾
で
は
近
畿
地
方

系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
が
非
常
に
多
く
、
近
畿
地
方
系
統
の
小
形
丸
底
壷
・
精
製
の
小
形
鉢
・
器
台
な
ど
祭
杷

的
性
格
を
も
っ
器
種
が
量
的
に
目
立
つ
こ
と
は
、
原
深
町
遺
跡
と
同
様
で
あ
る
。

早
良
平
野
で
は
弥
生
時
代
前
期
以
降
、
有
国
遺
跡
な
ど
の
沖
積
平
野
の
微
高
地
に
営
ま
れ
た
遺
跡
を
核
と
し
て
農
耕
地
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
堰
な
ど
の
施
設
を
そ
な
え
た
本
格
的
な
濯
獅
用
水
施
設
が
確
立
さ
れ
た
の
は
有
国
式
土
器
古
相
段
階

i
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ζ

う
し
た
濯
淑
用
水
施
設
が
整
備
さ
れ
た
溝
あ
る
い
は
旧
河
道
で
は
、
有
田
式
土
恭
古

相
段
階
の
鶴
町
遺
跡
を
の
ぞ
き
有
国
遺
跡
・
宮
の
前
遺
跡
の
住
居
跡
と
く
ら
べ
、
外
来
系
統
土
器
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
大
き
い
。
ま

た
、
祭
肥
的
性
格
を
も
っ
た
外
来
系
統
土
器
が
目
立
つ
と
と
か
ら
、

ζ

れ
ら
の
土
器
の
多
く
が
集
落
の
廃
棄
物
と
し
て
も
、

一
部
は
水
に

対
す
る
祭
把
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
有
田
式
土
器
新
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に
水
に
対
す
る
外
来
系
譜
の
祭
肥

が
盛
行
す
る
と
考
え
る
。

同
福
岡
平
野

福
岡
平
野
の
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
遺
跡
の
調
査
例
は
内
陸
部
に
集
中
し
、
住
居
跡
の
検
出
例
は
多
い
が
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
な

く
、
早
良
平
野
の
原
深
町
遺
跡
・
鶴
町
遺
跡
の
よ
う
な
濯
蹴
用
水
施
設
の
検
出
例
も
少
な
い
。

川
那
珂
川
上
流
右
岸
の
遺
跡
群
（
第
六
表
参
照
）

那
珂
川
上
流
右
岸
に

0
・
五

s
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
近
接
し
て
営
ま
れ
た
門
田
遺
跡
、
柏
田
遺
跡
、
下
原
遺
跡
、
今
光
・
地
余
遺
跡
、

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
ぱ

二
四
三



中
毒
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
悶
崎
〉

二
四
四

中
原
遺
跡
、
宗
石
遺
跡
、
松
ノ
木
遺
跡
で
は
該
期
の
住
居
跡
群
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
中
原
、
宗
石
、
松
ノ
木
遺
跡
は
概
報
が
出
さ

れ
た
段
階
で
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
原
遺
跡
で
二
軒
、
宗
石
遺
跡
で
五
軒
、
松
ノ
木
遺
跡
で
七
軒
の
該
期
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
門
田
遺
跡
辻
団
地
区
で
は
、
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
の
住
居
跡
が
四
軒
、
同
新
相
段
階
か
ら
有
国
式
新
相
段
階
の
住
居
跡
が

各
一
軒
ず
つ
、
出
土
遺
物
が
少
な
い
た
め
時
期
比
定
の
困
難
な
該
期
の
住
居
跡
が
四
1
五
軒
検
出
さ
れ
て
い
る
。
集
落
は
未
調
査
の
東
北

方
向
に
の
び
る
正
陵
頂
部
平
坦
面
に
も
ひ
ろ
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
調
査
範
囲
が
丘
陵
の
三

1
四
割
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

一
時
期

に
営
ま
れ
た
住
居
跡
は
十
軒
以
内
と
考
え
ら
れ
る
。
柏
田
遺
跡
は
有
田
式
土
器
古
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
の
集
落
で
あ
り
、
「
二

つ
の
小
河
川
に
挟
ま
れ
た
、
狭
長
な
自
然
堤
防
上
が
当
時
の
生
活
面
」
で
、
集
落
の
規
模
も
十
軒
以
内
の
小
規
模
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
今
光
遺
跡
と
地
余
遺
跡
は
該
期
の
一
つ
の
集
落
の
南
半
部
と
東
北
隅
に
あ
た
り
、
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
新
相

段
階
の
住
居
跡
が
二
十
三
軒
前
後
検
出
さ
れ
た
。
未
調
査
の
部
分
を
含
め
て
も
、
一
時
期
五

1
十
軒
の
住
居
跡
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落

と
考
え
る
。
ま
た
、
各
集
落
で
は
有
田
式
土
器
新
相
段
階
以
降
の
西
新
町
遺
跡
で
み
ら
れ
た
住
居
跡
が
密
集
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

集
落
景
観
は
宮
の
前
遺
跡
・
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
の
西
新
町
遺
跡
の
集
落
と
共
通
す
る
。

系
統
別
の
土
器
の
出
土
を
み
る
と
、
西
新
町
式
土
器
の
段
階
の
住
居
跡
は
、
い
ず
れ
も
全
出
土
土
器
が
在
地
系
統
土
器
で
あ
る
住
居
跡

で
あ
る
。
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
も
、
出
土
土
器
が
す
べ
て
在
地
系
統
土
器
で
あ
る
住
居
跡
が
多
く
、
わ
ず
か
に
門
田
遺
跡
辻
田
地
区

十
七
号
住
居
跡
の
よ
う
に
中
国
中
部
地
方
系
統
の
鼓
形
器
台
が
全
体
の
一
割
以
上
を
占
め
る
例
、
柏
田
遺
跡
八
号
住
居
跡
の
よ
う
に
破
片

数
で
は
あ
る
が
近
畿
地
方
系
統
の
聾
が
全
体
の
一

1
二
割
を
占
め
る
例
が
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
集
落
全
体
で
み
る
と
外
来
系
統
土
器

の
出
土
量
は
未
だ
少
な
い
。
有
国
式
土
器
新
相
段
階
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
、
柏
図
式
土
器
古
相
段
階
に
は
、
今
光
遺
跡
六
号
住
居
跡
・

柏
田
遺
跡
七
号
住
居
跡
の
よ
う
に
全
体
の
四
割
前
後
を
外
来
系
統
土
器
が
占
め
る
例
、
地
余
遺
跡
I
区
三
号
・
五
号
住
居
跡
の
よ
う
に
全
体

の
七
割
以
上
を
外
来
系
統
土
器
が
占
め
る
例
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
光
遺
跡
二
十
一
号
住
居
跡
・
柏
田
遺
跡
二
号
方
形
竪
穴
状
遺
構

で
は
外
来
系
統
土
器
は
全
体
の
一

t
二
割
程
度
し
か
占
め
ず
、
す
べ
て
の
住
居
跡
で
一
律
に
外
来
系
統
土
器
の
比
率
が
高
く
な
る
わ
け
で
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跡

跡

跡

跡

巡

槻

遺

断

遺

訓

光

明

光

明

田

制

3

今

別

今

6

納

7

M

同
同
同
情
原
崎
階

i

柏

図

式

土

器

は
な
い
。
ま
た
、
外
来
系
統
土
器
は
ほ

と
ん
ど
が
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
、
近

福岡平野の主要遺跡出土土器の系統別・器種別構成比率表①

畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と

の
折
衷
形
の
土
器
で
あ
る
が
、
外
来
系

統
土
器
が
五
割
を
乙
え
る
住
居
跡
で

も
、
西
新
町
遺
跡
の

e
類
住
居
跡
の
よ

う
に
外
来
系
統
土
器
が
質
的
に
在
地
系

統
土
器
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
あ
く
ま
で
も
客
体
的
存
在
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
那
珂
川
上
流
右

岸
の
集
落
で
み
ら
れ
る
外
来
系
統
土
器

の
流
入
過
程
の
様
相
は
福
岡
平
野
内
陸

七部
表の
参他
照おの
）》集
。落

で
も
同
様
で
あ
る

第

以
上
の
よ
う
に
、
福
岡
平
野
内
陸
部

の
集
落
で
は
、
外
来
系
統
土
器
が
本
格

的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
有
国

式
土
器
古
相
段
階
以
後
で
あ
り
、
柏
田

式
土
器
古
相
段
階
に
急
増
す
る
。
西
新

ニ
四
五
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跡氏、ミミミミミミミミミミミミミミミミq

32号！U.•l跡 l KA I TS I TA I (G} 

,Ml0f遺跡長ミミミミミミミミ込ミミミミミミミミミオ (16) 
24号｛主肘跡 l KA ITSI HA ITAi KI I 

亦jjo・手控跡快ミミミミミミミミミミ淡いおいミミミ司自国
号！Ul跡 i KA I TS I HA I TA I 

(12) 

(8) 

50 

古川、井千遺跡

有四12'i号住居跡

回惇J,n，付制

IF>WI土峨 IO

式卜一
土問｜州予i立跡

｜相 I29号住肘跡

器｜段｜掛川I深ヲサ

階｜遺跡3号溝

板 H遺跡
第1区住府跡

跡

跡

跡

跡

地

肘

逃

H
別

手

住

子

住

井

号

井

号

ー

、

〕

＆
伺
ド
L

K

川
河
引
叫

古
市
口

ふ
か
1

板付遺跡
中目lCUH，刊れ

階｜｛中尚 i立跡
@6区SD-02 

菊h
相｜品、jjof-，宜跡
手立 I18号住民ー跡
F智

第7表

時期

西｜霜
新｜躍
町｜新

式｜相

土段

器階

式
段

回

土

器

福岡平野の主要遺跡出土土器の系統別・器種別構成比率表＠



町
遺
跡
で
も
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
b
・
c
類
住
居
跡
が
急
増
す
る
乙
と
か
ら
、
一
致
し
た
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程
の
画
期
を
設

定
で
き
る
。
ま
た
、
門
田
遺
跡
辻
団
地
区
十
七
号
住
居
跡
の
外
来
系
統
土
器
が
す
べ
て
中
国
中
部
地
方
系
統
の
鼓
形
器
台
で
あ
る
ほ
か
、

祭
杷
的
性
格
の
強
い
器
種
が
含
ま
れ
る
と
と
は
、
西
新
町
遺
跡
・
宮
の
前
遺
跡
な
ど
の
早
良
平
野
の
集
落
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

西
新
町
遺
跡
と
比
較
し
て
外
来
系
統
土
器
の
集
落
へ
の
流
入
量
は
少
な
く
、
外
来
系
統
土
器
を
出
土
す
る
住
居
跡
も
集
落
内
で
量
的
に
限

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
柏
田
式
土
器
新
相
段
階
の
直
後
に
比
定
さ
れ
る
下
原
遺
跡
・
阿
国
遺
跡
辻
田
地
区
六
号
住
居
跡
出
土
の
土
器
群

中
に
は
、
外
来
系
統
土
器
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
外
来
系
統
土
器
の
流
入
の
ピ

l
ク
は
柏
田
式
土
器
の
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。

ω五
十
川
野
間
遺
跡
・
那
珂
深
ヲ
サ
遺
恥
】

五
十
川
野
間
遺
跡
の
大
溝
I
は
旧
河
川
で
、
出
土
土
器
は
一
部
須
恵
器
が
混
じ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
有
図
式
土
器
の
段
階
の
も
の
で
あ

る
。
多
く
は
細
片
化
し
て
い
る
た
め
正
確
な
個
体
数
を
わ
り
だ
す
乙
と
は
で
き
な
い
が
、
外
来
系
統
土
器
が
全
体
の
一

1
二
割
程
度
を
占

め
る
。
那
珂
深
ヲ
サ
遺
跡
で
は
、
有
国
式
土
器
i
柏
田
式
土
器
の
段
階
の
第
三
号
溝
と
、
そ
れ
に
伴
う
栂
状
遺
構
な
ど
水
利
施
設
あ
る
い

は
水
田
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
水
利
施
設
に
伴
う
土
器
は
、
第
二
次
調
査
分
で
約
五
割
が
外
来
系
統
土
器
で
占
め
ら
れ
、
早
良
平
野
の

原
深
町
遺
跡
な
ど
と
同
様
な
出
土
土
器
の
系
統
別
構
成
比
が
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
遺
跡
と
も
に
外
来
系
統
土
器
に
祭
肥
的
性
格
を

も
っ
器
種
が
多
い
乙
と
は
、
早
良
平
野
の
原
深
町
遺
跡
・
湯
納
遺
跡
と
同
様
で
あ
る
。

同
糸
島
平
野

糸
島
平
野
の
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
主
要
遺
跡
に
は
、
海
岸
部
の
今
山
下
遺
跡
と
内
陸
部
の
三
雲
遺
跡
を
あ
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
前

者
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
の
で
、
と
こ
で
は
三
雲
遺
跡
に
つ
い
て
検
討
す
ぷ
v

三
雲
遺
跡
は
一
九
七
四
年
か
ら
岡
場
整
備
事
業
に
と
も
な
い
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
遺
構
は
瑞
梅
寺
川
と

川
原
川
に
挟
ま
れ
た
微
高
地
上
に
集
中
し
て
検
出
さ
れ
、
微
高
地
中
央
の
加
賀
石
・
仲
田
・
番
上
・
サ
キ
ゾ
ノ
・
塚
廻
り
・
中
川
屋
敷
地

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
）

二
四
七



事
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
宙
崎
）

構 0 50 100% 
I ・ ・ ・ , I , , , , 1（個体数）備考

西｜古｜協議ド於＂＇＂＇~ご~＂＇＂＇於ぼ？松戸ごと刊附

相｜番上II-6区tミミミミミ※ミミミミミミミ、ミミミミミミミミミミq
新l ｜時間跡IKA I HA I TA I 阻 I SI I (!7) 

遺時期

相｜番上II-6区除、ミミミミミミミミミミミミミミミミせI (8) 
17号住居跡lKA I TS I 

土｜｜
段｜上II-6区~~~~~ミ~ミぬぬぷ将司I U5l IJ号土器溜リはAlTS I HA 

器｜階IiフイEぬミミミミミぬミミミぬミミミとい羽帥
｜ ｜大町占唱iKA I TS I HA ITAIKII湘

I l醐 I)0-6区除決決吠"'"'"' ~ "'"'"' ~ぬ~"'~ ＂＇＂＇＂＇＂＇＂＇＂＇吋有｜古12号住居跡｜ 臥 I TS I TA I (7) 

村山I恨長ミミミミミミミミミミミミミミミミむと司
(5) 

5号住居跡l TS I 

(3) 

段 1；詰~主E

- E番上II-6区
式｜制 15号住居跡IKA

町｜階 l!i~，.：：

二
四
八

A
副

可

品

切

品

川

w

h
H
u
v

伽
HMW

か
h
w

(48)床面出土のみ

床面出土のもの
聞に覆土中出土の

ものを加えた

三雲遺跡出土土器の系統別・器種別構成路率表①

回 E l中川屋量1・8[
相ICトレ汁儲島

キゾノI-Iii.I
1号住居跡l

器｜暗｜｜

｛中国 I-16区
18号住居跡

安｜番上nn・6区
16号住居跡

土

式

第8表



構0 50 100% 
I ・ ・ . ・ I ・ . . ' 1（個体数）備考

刷新｜付叩iJ思い~'¥. ＇＼.＇＼.＇＼.＇＼.＇＼.＇＼.~ミミミ∞やお沢次~'¥. '¥. '¥. '¥. '¥. '¥. '¥. '¥. ~ ( 7) 
｜｜ υ ソ fi.l,•i ムI A I HA I TA I 

田｜相｜
式｜｜仰HlI 16[;{ 

｜巨巴 11サfJM跡
土Jul

器｜階l!i.'/)¥,;;6:,1KA 

(7) 

(40) 

(5) 

(5) 

(5) 

土
f斤1
＊＇』｜加買 o1-2・3 
段 11号－1.主，，，；跡｜臥
l滑．

遺

古｜仲村ノト4・5g
12 号1.-i:1，•：－跡

柏
ー持キ／ノ Il・5g

相11りー1.UA跡
国

I f時J・.11-6L><: 
段J3号土棚I)

式
祷J-.116民

階13号土器溜り

時期古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
）

区
で
は
住
居
跡
群
が
、
微
高
地
の
東
側
縁
辺
で
は
墓

地
が
営
ま
れ
て
い
る
。
住
居
跡
が
最
も
集
中
す
る
の

は
仲
間

I
l
m区
・
番
上

E
1
6区
・
サ
キ
ゾ
ノ

I

三雲遺跡出土土器の系統別・器種別構成比率表②

ー

1
区
で
あ
る
。
集
落
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
え

な
い
が
、
ト
レ
ン
チ
内
の
住
居
跡
の
密
度
は
高
く
、

有
国
式
土
器
新
相
段
階
の
西
新
町
遺
跡
に
近
く
、
遺

跡
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
考
え
る
と
相
当
大
規
模
な
集
落

と
考
え
る
。
各
住
居
跡
出
土
の
土
器
の
一
部
し
か
実

見
し
て
い
な
い
が
、
報
告
書
の
任
意
拙
出
資
料
を
用

い
て
、
第
八
・
九
表
を
作
成
し
参
考
資
料
と
し
た
。

西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
1
有
田
式
土
器
新
相
段
階

に
は
、
出
土
土
器
の
す
べ
て
が
在
地
系
統
土
器
で
あ

る
住
居
跡
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
中
で
、
外
来
系

統
土
器
が
恒
常
的
に
み
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
有
図
式

第9表

土
器
古
相
段
階
で
あ
る
。
番
上
E
｜

6
区
六
号
住
居

跡
で
は
陶
質
土
器
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
サ
キ

ゾ
ノ

I
l
l
区
一
号
住
居
跡
で
は
近
畿
地
方
系
統
土

器
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
・
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
と

山
陽
東
部
地
方
系
統
土
器
が
各
二
パ
ー
セ
ン
ト
・
向

二
四
九



古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
五
O

質
土
器
が
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
ま
た
、
外
来
系
統
土
器
が
比
較
的
大
き
な
割
合
を
占
め
る
サ
キ
ゾ
ノ
ー
ー
ー
区
一
号
住
居
跡
は
、

手
担
ね
土
器
・
土
製
勾
玉
・
赤
色
顔
料
が
出
土
し
「
祭
杷
的
な
住
居
遺
構
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に
な
る
と
福

岡
平
野
の
遺
跡
と
同
じ
く
、
外
来
系
統
土
器
が
急
増
し
、
番
上
E
1
6
区
二
号
土
器
溜
り
で
は
外
来
系
統
土
器
が
全
体
の
三
1
四
割
を
占

め
る
。
し
か
し
、
遺
跡
全
体
と
し
て
は
、
外
来
系
統
土
器
の
出
土
量
は
西
新
町
遺
跡
の
よ
う
に
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
外
来
系
統
土
器
に

は
近
畿
地
方
系
統
土
器
・
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
の
折
衷
形
の
土
器
・
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
・
陶
質
土
器
な
ど
が
あ

る
が
、
前
二
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。

倒
甘
木
・
朝
倉
地
区
（
第
八
・
九
表
参
照
）

甘
木
・
朝
倉
地
区
の
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
遺
跡
と
し
て
は
甘
木
市
小
田
道
遺
跡
と
上
上
浦
遺
跡
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
田
道

遺
跡
で
は
西
新
町
式
土
器
古
相
段
階
1
有
国
式
土
器
新
相
段
階
の
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
調
査
範
囲
内
で
は
一
時
期
十
軒
前
後
の

住
居
跡
が
営
ま
れ
て
い
る
。
上
上
浦
遺
跡
で
は
西
新
町
式
古
相
段
階
の
住
居
跡
が
二
軒
、
有
国
式
土
器
新
相
段
階
1
柏
田
式
古
相
段
階
の

住
居
跡
が
四
軒
、
そ
の
他
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
溝
が
五
条
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
出
土
の
土
器
を
み
る
と
、
西
新
町
式

土
器
の
段
階
に
は
外
来
系
統
土
器
は
み
ら
れ
ず
、
集
落
は
出
土
土
器
の
す
べ
て
が
在
地
系
統
土
器
で
あ
る
住
居
跡
で
構
成
さ
れ
る
。
有
国

式
土
器
古
相
段
階
も
在
地
系
統
土
器
が
圧
倒
的
に
多
く
、
小
田
道
遺
跡
五
号
住
居
跡
で
近
畿
地
方
系
統
の
高
杯
と
在
地
系
統
の
高
杯
と
の

折
衷
形
の
土
器
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
、
福
岡
平
野
・
糸
島
平
野
の
集
落
と
く
ら
べ
外
来
系
統
土
器
の
流
入
は
さ
ら
に

少
な
い
。
有
図
式
土
器
新
相
段
階
に
な
る
と
、
甘
木
・
朝
倉
地
区
の
集
落
で
も
糸
島
・
早
良
・
梅
岡
平
野
の
集
落
と
同
様
に
外
来
系
統
土

器
の
出
土
例
量
急
に
増
加
す
る
。
ま
た
、
糸
島
・
福
岡
平
野
の
内
陸
部
の
集
落
と
同
様
に
、
外
来
系
統
土
器
に
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
、

近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
と
の
折
衷
形
の
土
器
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、
集
落
単
位
で
比
較
す
る
と
、
小
国
道
遺
跡
と

上
上
補
遺
跡
は
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
近
接
し
て
営
ま
れ
て
い
る
が
、
前
者
で
は
外
来
系
統
土
器
が
遺
跡
全
体
で
数
点
し
か
出
土
し
て



50 100% 
＋ 時期｜遺跡・遺構 1 ' ・ ' ・ I , , , , I （個体数）備考

~ ｜士，j、国道遺跡公ミミミミミやおミミミミミミミミミミJ
I I (IO）床面出土

J.il: I】 f 39号住居跡 lKA I TS 

語西I I 

裂
の
筑

里
方

相｜上上浦遺跡
新 16号住居跡

10-,.＇，，.~ゃに＇＂＂＂'y沢、代~＂＼.~伏、ミミ渋沢次々｜
I KA I TS I HA IKII 

除いい込~"¥. "¥. "'"' "¥. "¥."-. "¥."' "¥. "¥. ＂＼.＂＇＂＇ミミミミミむと司
I KA I TS IHAIKIII 

N ミミミミぬミミミミミミミミミミミJ
I KA I TS I HA I KI I I 

(to）床面出土

(31）覆土中出土

臼I)総 ＋
B
 

段
町

ハ
田
崎
） 長、い込渋沢ミミミミ沢、ミミミミミミミ司 目的床面出土

I KA I TS I HA I TA I KI I 

上上浦遺跡恥ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミJ
｛ 側覆土中出土

4号住居跡11 KA I TS I HA ITAi KI I I 

除ミミミミ~＂~＂＇ミミミ、決ミミミミ！
I KA I TS I HA I TA I KI I I側総 計式｜階

新｜小国道遺跡公いおいいいいいいいミミミミミミ災ば（8）床面出土
46号住居跡｜ KA I TS I HA I I 

土l相｜小国道遺跡いいミミミミミミミ、次、、ミミミミ社（9）覆土中出土
57号住居跡｜ KA I TS I HA I TA I 

段｜上上浦遺跡氏、ミミミミミミミミミミミミミミミミミ司自由磁土中出土
14号住居跡｜ KA I TS I HA I TA I 

器｜陪｜上上浦遺跡隊派、いいミミミぬぬ除決以礼
相自

．両目 8号講下層｜ KA I TS I HA I I KI ISII I 

小国道遺跡
有 古 42号住居跡、

上国土器溜。

田
相 小国道遺跡 戸出込込ミ出〉込込戸当込斗（9）床面出

五 1号住居跡 ’F A 市 A .,, 土

式

土段高：：：：ト込持当沿い斗込泊予ドぬ斗戦当（8）床面直上出土

器｜陪 1~：追跡内込山沿い山牛込叫 ｜…  住居跡 "A  I 
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い
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
十
五
号
住
居
跡
例
の
よ
う
に
か
な
り
の
量
の
外
来
系
統
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
上
浦
遺
跡

の
八
号
溝
に
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
土
器
群
に
は
外
来
系
統
土
器
が
全
体
の
七
割
近
く
含
ま
れ
、
特
に
近
畿
地
方
系
統
の
精
製
の
小
形
鉢
・

器
台
・
高
杯
な
ど
祭
杷
的
な
性
格
を
も
っ
器
種
が
多
く
、
し
か
も
陶
質
土
器
・
土
製
勾
玉
・
土
製
模
造
鏡
・
手
控
ね
土
器
が
出
土
し
て
い

こ
れ
ら
の
遺
物
群
は
「
単
な
る
投
棄
で
は
な
く
背
景
に
水
神
信
仰
の
痕
跡
」
が
考
え
事
り
れ
て
い
る
。

る
と
と
か
ら
、

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
に
お
け
る
土
器
編
年
を
示
し
、
在
地
系
統
土
器
の
小
平
野
単
位
ご
と
に
み
ら
れ
る
地
域
色
を
抽
出

し
、
遺
跡
・
遺
構
ご
と
の
出
土
土
器
の
系
統
別
個
体
数
比
か
ら
み
た
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程
を
み
て
き
た
。

ζ

う
し
て
み
る
と
、
土

器
は
そ
れ
自
体
の
形
状
変
化
の
中
で
で
は
な
く
、
遺
構
と
の
関
り
あ
い
の
中
で
該
期
の
社
会
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
外
来
系
統
土
器
が
本
格
的
に
流
入
す
る
前
段
階
の
情
況
を
考
え
た
い
。
在
地
系
統
土
器
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
小
平
野
単
位

ご
と
の
地
域
色
が
み
ら
れ
る
。
糸
島
平
野
の
土
器
が
福
岡
平
野
で
、
福
岡
平
野
の
土
器
が
甘
木
・
朝
倉
地
区
で
出
土
す
る
例
が
知
ら
れ
、

筑
前
地
方
内
で
の
小
平
野
単
位
を
乙
え
た
土
器
の
扱
出
・
撮
入
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
搬
出
・
搬
入
さ
れ
た
土
器
の
数
は
非
常
に
少
な

い
。
た
と
え
ば
、
甘
木
・
朝
倉
地
区
の
上
上
浦
遺
跡
八
号
溝
で
は
福
岡
平
野
で
も
那
珂
川
中
・
上
流
域
に
分
布
す
る
蜜
が
出
土
し
て
い
る

が
、
出
土
数
は
七
百
二
十
三
個
中
二
個
と
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、
三
雲
遺
跡
の
有
国
式
古
相
段
階
の
番
上
E
l
6
区
六
号
住
居
跡
、
仲

田
I
1
6
区
一
号
住
居
跡
、
サ
キ
ゾ
ノ

I
1
1
区
一
号
住
居
跡
で
、
杯
部
内
面
に
ハ
ケ
メ
調
整
を
施
し
た
後
に
暗
文
を
描
く
高
杯
が
少
量

出
土
し
て
い
る
。
こ
の
調
整
手
法
は
早
良
平
野
の
高
杯
に
基
本
的
に
み
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
杯
部
上
半
の
の
び
は
短
く
、

形
状
的
に
は
あ
く
ま
で
も
糸
島
平
野
の
高
杯
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
小
平
野
の
土
器
の
調
整
手
法
を
借
用
し
た
土
器
は
あ
る
も
の

の
、
土
器
自
体
が
搬
出
・
融
入
さ
れ
る
乙
と
は
非
常
に
少
な
い
乙
と
か
ら
、
在
地
系
統
土
器
の
交
流
か
ら
み
た
筑
前
地
方
内
の
小
平
野
は

各
々
あ
る
程
度
完
結
し
て
い
た
情
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
五
三



古
境
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
閏
崎
〉

二
五
回

次
に
、
住
居
跡
ご
と
の
出
土
土
器
の
系
統
別
構
成
比
率
か
ら
み
た
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程
に
は
、
各
集
落
ご
と
に
相
違
が
認
め
ら

れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
小
平
野
単
位
ご
と
の
差
違
あ
る
い
は
集
落
規
模
か
ら
生
じ
る
差
違
よ
り
も
、
む
し
ろ
経
済
的
基
盤
の
異
な
る
海

岸
部
の
集
落
と
内
陸
部
の
集
落
と
い
う
対
比
関
係
に
、
よ
り
大
き
な
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
海
岸
部
の
集
落
で
は
、
西
新
町
式
土
器
の
段
階
か
ら
恒
常
的
に
外
来
系
統
土
器
が
流
入
し
て
お
り
、
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に

そ
の
量
が
急
増
す
る
。
西
新
町
遺
跡
の
集
落
で
は
、
全
出
土
土
器
の
一
割
前
後
を
外
来
系
統
土
器
が
占
め
る
b
類
住
居
跡
・
二

1
三
割
を

外
来
系
統
土
器
が
占
め
る

c
類
住
居
跡
の
急
増
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
西
新
町
遺
跡
の
各
住
居
跡
ご
と
の
外
来
系
統

土
器
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
り
、
集
落
の
東
半
部
に
外
来
系
統
土
器
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
住
居
跡
が
集
中
・
密
集
す
る
よ
う
に

な
る
。
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
外
来
系
統
土
器
が
在
地
系
統
土
器
を
凌
駕
し
て
出
土
土
器
の
主
体
と
な
り
、

住
居
跡
群
は
密
集
し
、
主
軸
方
向
が
東
西
方
向
を
む
く
一
定
の
規
則
性
を
も
っ
た
集
落
景
観
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
を
、

本
稿
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
西
新
町
遺
跡
・
今
山
下
遺
跡
・
今
川
遺
跡
な
ど
の
海
岸
部
の
集
落
の
経
済
的
基
盤
を
漁
掛
活
動
と
と
も
に
海
上

交
易
活
動
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
当
初
外
来
の
各
系
統
土
器
が
み
ら
れ
る
が
、
有
田
式
土
器
の
段
階
以
降
、
外
来
系
統
土
器
の
中
で

も
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
第
一
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

中
国
中
部
地
方
系
統
土
器
の
中
に
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
の
影
響
を
う
け
た
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
外
来
系
統
土
器

の
増
加
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
の
増
加
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
乙
れ
が
在
地
系
統
土
器
を
量
的
に
も
質
的
に
も
凌
駕
す
る
乙
と
か
ら
、
西

新
町
遺
跡
の
集
落
で
は
、
そ
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
海
上
交
易
活
動
の
主
体
が
有
国
式
土
器
の
段
階
を
契
機
と
し
て
、
在
地
の
勢
力
か
ら

近
畿
地
方
の
勢
力
へ
包
括
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
と
の
よ
う
な
情
況
を
背
景
と
し
て
、
藤
崎
遺
跡
で
舶
載
の
三
角
縁
二
神
二
車
馬
鏡

な
ど
を
副
葬
し
た
方
形
周
溝
墓
群
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

水
田
経
営
を
経
済
的
基
盤
と
す
る
内
陸
部
の
集
落
で
は
海
岸
部
の
集
落
と
は
異
な
り
、
西
新
町
式
土
器
の
段
階
に
は
、
外
来
系
統
土
器
は

恒
常
的
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
在
地
系
統
土
器
で
会
出
土
土
器
が
占
め
ら
れ
る
住
居
跡
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
わ
ず



か
に
三
雲
遺
跡
番
上
E
1
6
区
四
号
住
居
跡
か
ら
肉
質
土
器
が
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
に
お
け

る
内
陸
部
の
集
落
は
大
き
く
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
福
岡
平
野
の
那
珂
川
上
流
右
岸
あ
る
い
は
早
良
平
野
の
宮
の
前
遺
跡
で
み
た

よ
う
に
、
一
時
期
五

1
十
軒
の
住
居
跡
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落
で
あ
り
、
他
は
集
落
の
全
体
像
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
住
居
跡
が
密

集
し
で
か
な
り
の
数
の
住
居
跡
が
営
な
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
三
雲
遺
跡
の
よ
う
な
大
規
模
集
落
で
あ
る
。
海
岸
部
の
西
新
町
遺
跡
の
集

落
は
景
観
的
に
は
後
者
に
近
い
。
乙
の
よ
う
な
二
種
の
集
落
問
で
外
来
系
統
土
器
の
流
入
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
三
雲
遺
跡
で
陶
質
土
器

が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
若
干
の
差
違
が
認
め
ら
れ
る
が
、
西
新
町
遺
跡
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
恒
常
的
に
外
来
系
統
土
器
は
み
ら
れ
ず
、
そ

れ
程
大
き
な
差
違
と
は
い
い
が
た
い
。
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
な
る
と
、
門
田
遺
跡
辻
田
地
区
十
七
号
住
居
跡
・
三
雲
遺
跡
サ
キ
ゾ
ノ

ー
ー
ー
区
一
号
住
居
跡
・
小
田
道
遺
跡
五
号
住
居
跡
な
ど
外
来
系
統
土
器
が
全
体
の
一

1
二
割
を
占
め
る
住
居
跡
が
あ
ら
わ
れ
、

ζ

の
段

階
以
降
各
集
落
へ
本
格
的
な
外
来
系
統
土
器
が
流
入
し
は
じ
め
る
。
ま
た
、
門
田
遺
跡
十
七
号
住
居
跡
で
は
外
来
系
統
土
器
の
す
べ
て
が

祭
紀
的
性
格
を
も
っ
鼓
形
器
台
で
あ
る
と
と
、
三
雲
遺
跡
サ
キ
ゾ
ノ

I
1
1
区
一
号
住
居
跡
は
出
土
遺
物
か
ら
「
祭
把
的
な
住
居
遺
構
」

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
他
に
外
来
系
統
土
器
の
中
で
近
畿
地
方
系
統
の
高
町
内
・
精
製
の
小
形
鉢
・
器
台
、
中
国
中
部
地
方
系
統
の
鼓
形
器

台
な
ど
の
祭
把
的
性
格
を
も
っ
器
種
が
目
立
つ
と
と
か
ら
、
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
お
け
る
外
来
系
統
土
器
の
流
入
に
は
祭
把
的
側
面

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
の
各
集
落
を
構
成
す
る
住
居
跡
の
多
く
は
出
土
土
器
が
す
べ
て
在
地
系
統
土
器
で
占
め
ら
れ

る
住
居
跡
で
あ
り
、
外
来
系
統
土
器
が
み
ら
れ
る
住
居
跡
は
各
集
落
の
中
で
限
ら
れ
、
外
来
の
祭
杷
的
性
格
を
も
っ
土
器
の
受
容
は
集
落

内
の
限
ら
れ
た
一
部
（
首
長
層
？
）
で
の
受
容
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
外
来
の
祭
杷
習
俗
の
受
容
で
あ
り
、
前
述
し
た
小
平
野
単
位
ご

と
に
地
域
色
を
も
っ
在
地
系
統
土
器
か
ら
考
え
た
小
平
野
ご
と
に
完
結
し
た
情
況
を
の
り
こ
え
、
各
集
落
内
の
一
部
の
グ
ル
ー
プ
（
首
長

層
？
）
が
筑
前
地
方
外
の
外
来
の
祭
把
権
と
結
び
つ
く
過
程
と
考
え
る
。
つ
留
に
、
有
国
式
土
器
新
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
古
相
段
階
に

は
、
内
陸
部
の
集
落
で
も
外
来
系
統
土
器
の
流
入
は
ピ

l
ク
を
む
か
え
、
住
居
跡
に
よ
っ
て
は
外
来
系
統
土
器
が
全
体
の
五

1
七
割
を
占

め
る
例
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
西
新
町
遺
跡
と
比
較
す
る
と
、
外
来
系
統
土
器
が
出
土
土
器
の
五
割
以
上
を
占
め
る
住
居
跡
の
み
で
構

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
）

二
五
五



中
島
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
〉

二
五
六

成
さ
れ
る
集
落
は
み
ら
れ
ず
、
多
く
の
住
居
跡
で
は
外
来
系
統
土
器
の
占
め
る
割
合
は

0
1三
割
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
海
岸
部
の
集
落

と
く
ら
べ
、
外
来
系
統
土
器
に
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
、
近
畿
地
方
系
統
土
器
と
在
地
系
統
土
器
の
折
喪
形
の
土
器
が
圧
倒
的
に
多
い

が
、
こ
れ
ら
が
翠
・
壷
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
な
ど
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
が
そ
ろ
う
住
居
跡
は
集
落
の
中
で
限
ら
れ
て
お
り
、
土
器
の
主
体
は
あ

く
ま
で
も
在
地
系
統
土
器
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
と
し
て
は
、
外
来
系
統
土
器
の
中
で
蜜
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
煮
沸
容
器

と
し
て
外
来
系
統
土
器
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
外
来
系
統
土
器
の
流
入
が
ピ

l
ク
を
む
か
え
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
柏
田
式
土

器
古
相
段
階
に
は
在
地
系
統
の
護
に
も
胴
部
内
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
が
採
用
さ
れ
、
外
来
系
統
の
裂
と
く
ら
べ
煮
沸
効
率
が
著
し
く
劣
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
積
極
的
な
理
由
と
は
芳
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
原
深
町
遺
跡
・
鶴
町
遺
跡
・
湯
内
遺
跡
・
那
珂
深
ヲ
サ
遺
跡
・
上
上
浦
遺

跡
な
ど
で
、
旧
河
川
あ
る
い
は
溝
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
場
合
と
同
様
に
、
有
国
式
土
器
新
相
段
階
1
柏
田
式
土
器
の
段
階
に
、

出
土
土
器
群
に
は
近
畿
地
方
系
統
土
器
を
中
心
と
す
る
外
来
系
統
土
器
が
急
増
す
る
が
、
集
落
の
場
合
と
は
異
な
り
、
そ
の
比
率
は
一
様

に
五

l
七
割
と
い
っ
た
高
い
比
容
を
示
す
。
特
に
、
そ
の
中
に
祭
肥
的
性
格
を
も
っ
器
種
が
多
い
乙
と
か
ら
水
に
対
す
る
祭
肥
、
そ
れ
も

近
畿
地
方
を
中
心
と
す
る
外
来
系
譜
の
祭
杷
の
盛
行
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
内
陸
部
の
集
落
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
水
田
経
営
に
か
か

わ
る
溝
の
開
削
、
水
利
施
設
の
整
備
と
い
う
土
木
技
術
が
近
畿
地
方

ω勢
力
下
に
お
か
れ
て
い
く
過
程
と
考
え
、
そ
の
結
果
前
段
階
の
集

落
内
の
限
ら
れ
た
一
部
に
よ
る
外
来
系
統
土
器
の
受
容
が
、
よ
り
低
階
位
の
集
団
レ
ベ
ル
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
該
期
の
土
木
技
術
・
そ
れ
に
伴
う
祭
担
の
実
体
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
く
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
で
は
、
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程
は
遺
構
・
遺
跡
に
よ
っ
て
相
違
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
大
き
く
み
れ
ば
、
有
国
式
土
器
古
相
段
階
に
大
き
な
画
期
を
む
か
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
背
景
を
海
岸
部
の
集
落
で
は
近

畿
地
方
の
勢
力
が
海
上
交
易
権
を
掌
握
す
る
過
程
、
内
陸
部
の
集
落
で
は
限
ら
れ
た
一
部
（
首
長
層
？
）
が
近
畿
地
方
を
中
心
と
す
る
外

来
の
祭
杷
権
と
結
び
つ
く
過
程
と
考
え
た
。
特
に
、
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の
出
現
を
さ
さ
え
た
水
田
経
営
を
経
済
的
基
盤
と
す
る
内

陸
部
の
集
落
の
場
合
は
、
乙
の
画
期
は
土
器
様
式
の
統
一
体
へ
の
帰
着
と
し
て
で
は
な
く
、
祭
把
様
式
の
統
一
体
へ
の
帰
着
と
し
て
意
義



付
け
ら
れ
る
。
乙
れ
は
近
藤
義
郎
氏
が
述
べ
る
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の
成
立
の
「
統
一
的
な
首
長
霊
祭
杷
型
式
の
創
出
」
と
い
う
意

義
と
質
的
な
整
会
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。
最
近
、
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の
出
現
を
圧
内
式
土
器
で
も
新
し
い
段
階
に
求
め
る
見

解
が
出
さ
れ
て
い
気
圧
内
式
土
器
で
も
新
し
い
段
階
と
は
本
稿
の
有
図
式
土
器
古
相
段
階
と
併
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
筑
前
地
方

で
も
該
期
に
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
が
出
現
す
る
と
考
え
、
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
と
筑
前
地
方
へ
の
外
来
系
統
土
器
の
流
入
過
程

の
画
期
と
は
時
間
的
に
も
整
合
し
、
有
田
式
土
器
古
相
段
階
を
も
っ
て
古
墳
時
代
の
開
始
と
考
え
た
い
。
し
か
し
、
筑
前
地
方
で
は
宮
の

前
遺
跡
C
地
点
一
号
墳
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
在
地
型
の
古
墳
と
呼
ば
れ
る
墳
墓
と
、
土
器
相
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
か
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
岡
崎
敬
先
生
、
横
山
浩
一
先
生
、
西
谷
正
先
生
か
ら
は
種
々
の
御
指
導
・
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
赤
崎
敏
男
・
池
崎
譲
二
・
伊
崎
俊
秋
・
石
山
勲
・
岩
瀬
正
信
・
折
尾
学
・
木
村
幾
多
郎
・
佐
々
木
隆
彦
・
下
傑
信
行
・
副
島
邦
彦
・

常
松
幹
雄
・
中
間
研
志
・
西
健
一
郎
・
浜
石
哲
也
・
飛
高
害
山
雄
・
平
川
敬
治
・
舟
山
良
一
・
丸
山
康
晴
・
柳
沢
一
男
・
柳
田
康
雄
・
山
口

譲
二
・
山
崎
純
男
・
横
山
邦
継
・
力
武
卓
治
の
各
氏
か
ら
は
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
資
料
収
集
、
土
器
の
個
体
数
の
算
出
の
折
に
大
変
御

世
話
に
な
っ
た
。
上
敷
領
久
氏
に
は
ト
レ
ー
ス
に
お
い
て
御
世
話
に
な
っ
た
。
文
末
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
わ
し
ま
す
。

（
一
九
八
二
年
十
二
月
）

〔註〕（

1
）
 

小
林
行
雄
一
九
三
九
「
弥
生
式
土
器
薬
成
図
録
正
編
解
説
」
、
同

九
六
一
〉
に
再
録
。

近
藤
義
郎
一
九
六
八
「
前
方
後
円
墳
の
成
立
と
変
遷
」
『
考
古
学
研
究
』
tu
－
－
、
同
一
九
七
七
「
前
方
後
円
墳
の
成
立
」
『
考
古
論
集
』

近
藤
義
郎
一
九
六
六
「
古
墳
と
は
な
に
か
」
『
日
本
の
考
古
学
』

W
、
ま
た
、
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
（
石
野
博
信
一
九
八
二
「
古
墳
時

一
九
五
二
「
古
墳
時
代
文
化
の
成
因
に
つ
い
て
」
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
（
一

（

2
）
 

（

3
）
 

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
岡
崎
）

二
五
七



古
域
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

代
史
l
古
墳
の
出
現
｜
」
『
季
刊
考
中
畠
4

』
創
刊
号
）
な
ど
で
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
有
国
遺
跡
調
査
団
一
九
六
六
「
有
国
遺
跡
」

（
5
）
下
僚
信
行
・
沢
皇
臣
一
九
七
一
「
宮
の
前
遺
跡
〈
A
I
D地
点
〉
」
福
岡
県
労
働
者
往
宅
生
活
協
同
組
合

（6
）
栗
原
和
彦
ほ
か
編
一
九
七
六
「
今
宿
バ
イ
パ
ス
関
係
文
化
財
調
査
報
A
E
第
四
集
福
岡
県
教
育
委
員
会

（
7
）
小
池
史
哲
編
一
九
七
七
「
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
比
己
第
四
銭
福
岡
県
教
育
委
員
会

（8
）
井
上
裕
弘
編
一
九
七
八
「
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
止
己
第
七
%
福
岡
県
教
育
委
員
会

（9
）
佐
々
木
隆
彦
編
一
九
八

O
「
今
光
遺
跡
・
地
余
遺
跡
」
東
一
急
不
動
産
株
式
会
社

（
叩
）
佐
々
木
隆
彦
編
一
九
八
二
「
九
州
横
断
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
比
己
付
福
岡
県
教
育
委
員
会

（
日
）
副
島
邦
弘
編
一
九
八
一
「
小
国
道
遺
跡
」
『
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
』
第
八
集
甘
木
市
教
育
委
員
会

（
ロ
）
柳
田
山
同
・
雄
編
一
九
八
O
「
三
雲
遺
跡
工
」
『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
五
十
八
集
福
岡
県
教
育
委
員
会

柳
田
康
雄
・
小
池
史
哲
編
一
九
八
一
「
一
ニ
雲
遺
跡
E
」
『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
十
集
福
岡
県
教
育
委
員
会

柳
田
康
雄
・
小
池
史
哲
一
統
一
九
八
二
「
三
雲
遺
跡
E
」
『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
十
三
集
福
岡
県
教
育
委
員
会

（
日
）
小
田
富
士
雄
一
九
六
八
「
有
国
遺
跡
の
土
師
器
と
そ
の
性
格
」
『
有
田
遺
跡
』
有
田
遺
跡
調
査
団

下
保
信
行
一
九
七
一
「
土
器
細
年
に
つ
い
て
」
『
宮
の
前
遺
跡
』
福
岡
県
労
働
者
住
宅
生
活
協
同
組
合

井
上
裕
弘
一
九
七
八
「
弥
生
終
末
l
古
筑
前
期
の
土
器
群
に
つ
い
て
」
『
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
七
集

委
員
会
、
同
一
九
八
一
「
奴
国
そ
の
後
」
『
歴
史
公
論
』
7
1
2
雄
山
閣

武
末
純
一
一
九
七
八
「
福
岡
県
・
早
良
平
野
の
古
式
土
師
器
」
『
古
文
化
談
謎
』
第
五
集
九
州
古
文
化
研
究
会

佐
々
木
隆
彦
一
九
八
O
「
結
語
」
『
今
光
遺
跡
・
地
余
遺
跡
』
東
急
不
動
産
株
式
会
社

柳
田
康
雄
一
九
八
ニ
「
＝
了
四
世
紀
の
土
器
と
鏡
」
『
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
』

常
松
幹
雄
一
九
八
二
「
北
部
九
州
に
お
け
る
酋
新
町
遺
跡
の
位
置
」
『
西
新
町
遺
跡
』
福
岡
市
教
育
委
員
会

（
U
）
折
尾
学
ほ
か
編
一
九
八
二
「
西
新
町
遺
跡
」
『
福
岡
市
高
速
鉄
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

E

福
岡
市
教
育
委
員
会

（
日
）
編
年
図
の
作
成
に
あ
た
り
、
表
現
法
統
一
の
た
め
に
報
告
書
掲
載
の
実
測
図
と
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
o

御
寛
恕
を
ζ

ぅ。

（
日
）
本
来
は
「
筑
前
地
方
系
統
土
器
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
げ
）
こ
れ
は
近
機
地
方
の
庄
内
式
土
器
・
布
留
式
土
器
な
ど
に
み
ら
れ
る
へ
ラ
ケ
ズ
リ
澗
終
と
は
異
な
り
草
の
茎
（
？
）
な
ど
を
用
い
て
、
余
分
の
粘

二
五
八

福
岡
県
教
育



土
を
か
き
と
る
調
整
で
あ
る
。

（
時
）
後
藤
直
編
一
九
七
六
「
板
付
」
福
岡
市
教
育
委
員
会

（
川
崎
）
小
回
富
士
雄
一
九
六
八
「
有
国
遺
跡
の
土
師
器
と
そ
の
性
格
」
『
有
国
遺
跡
』
有
国
遺
跡
調
査
団

（
初
）
森
貞
次
郎
一
九
五
五
「
各
地
域
の
弥
生
式
土
器
l
北
九
州
l
」
『
日
本
考
古
学
講
座
』
4
、
問
、
一
九
六
六
「
弥
生
文
化
の
発
展
と
地
域
性
｜
九

州
l
」
『
日
本
の
考
＋
島
正

E

（
幻
）
註
（
H
）
文
献
で
は
本
稿
の
第
二
型
式
の
聾
形
土
器
が
含
ま
れ
る
「
西
新
町
E
式
土
器
」
を
「
弥
生
時
代
終
末
を
さ
す
様
式
と
し
て
従
来
の
『
西

新
式
』
に
充
て
る
」
と
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（
辺
）
註
（
ロ
）
文
献

（
お
）
山
崎
純
男
一
九
七
九
「
板
付
遺
跡
調
査
概
報
」
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
四
十
九
集
、
福
岡
市
教
育
委
員
会

（
斜
）
丸
山
康
晴
縦
一
九
八

O
「
赤
井
手
遺
跡
」
『
春
日
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
集
、
春
目
市
教
育
委
員
会

（
お
）
藤
田
憲
司
一
九
七
九
「
山
陰
『
鍵
尾
式
』
の
再
検
討
と
そ
の
併
行
関
係
『
考
古
学
雑
誌
』
六
十
四
l
四

米
子
市
教
育
委
員
会
・
米
子
市
遺
跡
調
査
団
一
九
六
八
「
福
市
遺
跡
」

青
木
遺
跡
調
査
団
一
九
七
八
「
鳥
取
県
米
子
市
青
木
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」

E

（
お
）
紅
一
義
編
一
九
七
九
「
本
川
原
遺
跡
」
佐
賀
県
教
育
委
員
会

（
幻
）
埋
蔵
文
化
財
技
術
者
交
流
会
一
九
七
九
「
第
五
回
研
究
集
会
記
録
」

石
野
博
信
・
関
川
尚
功
一
九
七
七
「
題
向
」
桜
井
市
教
育
委
員
会

（
お
）
藤
田
憲
司
一
九
七
九
「
山
陰
『
鍵
尾
式
』
の
再
検
討
と
そ
の
併
行
関
係
」
『
考
古
学
雑
誌
」
六
十
四
｜
四

（mm
）
安
達
厚
三
・
木
下
正
史
一
九
七
回
「
飛
鳥
地
域
出
土
の
古
式
土
師
器
」
『
考
古
学
雑
誌
』
六
十
l
ニ

（
ぬ
）
註
（
お
）
前
掲
文
献

（
担
）
塩
屋
勝
利
・
折
尾
学
編
一
九
七
五
「
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
」
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
十
二
集

市
教
育
委
員
会

（
招
）
舟
山
良
一
編
一
九
八
一
「
仲
島
遺
跡
」

E
『
大
野
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集

（
お
）
註
（
勾
）
前
掲
文
献

（
鈍
）
註
（
鎚
）
前
掲
文
献

中
最
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
〉

福
岡

大
野
城
市
教
育
委
員
会

二
五
九



中
毒
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

二
六
O

浜
石
哲
也
編
一
九
八
二
「
藤
崎
遺
跡
」
『
福
岡
市
高
速
鉄
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
工
福
岡
市
教
育
委
員
会

浜
石
哲
也
編
一
九
八
ニ
「
藤
崎
遺
跡
」
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
八
十
集
福
岡
市
教
育
委
員
会

飛
一
局
窓
雄
・
力
武
卓
治
福
一
九
八
一
「
原
深
町
遺
跡
」
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
十
一
集
福
岡
市
教
育
委
員
会

（
部
）
武
末
純
一
一
九
七
八
「
福
岡
県
・
早
良
平
野
の
古
式
土
師
器
」
『
古
代
文
化
談
叢
』
第
五
集
、
九
州
古
文
化
研
究
会

（
釘
）
柳
田
康
雄
一
九
八
ニ
「
三
・
四
世
紀
の
土
器
と
鏡
」
『
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
』
ま
た
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
集
落
」
と
い

う
言
葉
を
「
住
居
家
屋
の
集
A
ロ
体
」
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
お
）
註
（
U
）
・
（
お
）
前
掲
文
献
の
ほ
か
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
福
岡
県
一
九
二
五
「
藤
崎
の
石
棺
」
『
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

報
告
書
』
第
一
輯
、
中
山
平
次
郎
一
九
一
八
「
古
式
支
那
鏡
鑑
沿
革
ハ
ニ
）
」
『
考
古
学
雑
誌
』
九
！
三
な
ど
。

（
鈎
）
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
住
居
跡
本
来
の
時
期
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
土
器
自
体
は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
一
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
以

下
、
他
の
遺
跡
も
含
め
住
居
跡
の
時
期
を
ほ
ぼ
示
し
、
系
統
別
個
体
数
比
は
生
活
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
検
討
を
行
う
。

（
ω）
H
地
区
二
号
住
居
跡
は
第
二
表
で
は
飯
蛸
壷
を
含
め
て
い
る
た
め
に
近
畿
地
方
系
統
土
器
の
比
率
が
高
い
が
、
と
れ
を
徐
く
と
外
来
系
統
土
器
の

占
め
る
割
合
は
三
割
前
後
と
な
り
、

C
類
住
居
跡
の
範
鳴
に
属
す
る
。

（
狙
）
九
州
大
学
理
学
部
の
下
山
正
一
氏
の
御
教
示
を
v

つ
け
た
。

（
必
）
和
岡
崎
吾
・
一
九
八
二
「
弥
生
・
古
墳
時
代
の
漁
具
」
『
考
中
島
ナ
論
考
』

（
必
）
今
山
下
遺
跡
に
関
し
て
は
山
崎
純
男
氏
の
御
教
示
を
う
け
た
。
氏
に
よ
れ
ば
有
図
式
土
器
段
階
に
は
外
来
系
統
土
諜
が
遺
跡
全
体
の
約
二
割
を
占

め
る
と
い
う
。
今
川
遺
跡
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。
伊
崎
俊
秋
・
酒
井
仁
夫
一
九
八
一
「
今
川
遺
跡
」
『
津
屋
崎
町
文
化
財
調

査
報
告
書
』
第
四
集
津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

（H
H

）
註
（
4
）・（
5
）
前
掲
文
献
。
ま
た
、
山
崎
純
男
氏
・
下
僚
信
行
氏
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
川
町
）
註
（
6
）
・
（
お
）
前
掲
文
献
と
、
力
武
卓
治
編
一
九
七
六
「
鶴
町
遺
跡
」
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
十
七
集
福
岡
市
教
育

委
員
会
を
参
考
と
し
た
。

（
必
）
工
楽
善
通
・
黒
崎
直
・
森
光
晴
ほ
か
一
九
七
四
「
古
照
遺
跡
発
掘
報
告
書
」
松
山
市
教
育
委
員
会

（
幻
）
註
（
7
）・（
8
）・（
9
）
前
掲
文
献
の
ほ
か
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
佐
々
木
隆
彦
編
一
九
七
九
「
安
徳
・
道
善
・
片
縄
地
区
区
画
整
理
事

業
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
」
『
那
珂
川
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集
那
珂
川
町
教
育
委
員
会
、
井
上
裕
弘
編
一
九
七
七
『
山
陽
新
幹

線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
三
集
福
岡
県
教
育
委
員
会

（お）



第
七
表
に
の
せ
た
赤
井
手
遺
跡
・
板
付
遺
跡
・
仲
島
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
隆
彦
・
丸
山
康
晴
・
舟
山
良
一
・
柳
沢
一
男
氏
に
御
教
示
を
い

た
だ
い
た
。

横
山
邦
継
・
浜
石
哲
也
編
一
九
八
一
「
那
珂
深
ヲ
サ
那
跡
」
工
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
十
二
集

飛
高
窓
雄
・
力
武
卓
治
編
一
九
八
ニ
「
那
珂
深
ヲ
サ
遺
跡
」

E
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
八
十
二
集

池
崎
議
ニ
編
一
九
八
二
「
五
十
川
野
間
遺
跡
」

（
印
）
註
（
ロ
）
前
掲
文
献

（
日
）
註
（
叩
）
・
（
孔
）
前
掲
文
献

（
臼
）
置
田
雅
昭
一
九
八
二
「
古
墳
出
現
期
の
土
器
」

（
柏
崎
）

（

ω）
 

古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
（
田
崎
）

『
え
と
の
す
』
十
九
号
な
ど
が
あ
る
。

一一六

福
岡
市
教
育
委
員
会

福
岡
市
教
育
委
員
会




